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Landscape Survey

A Histry of Tomo PJ

　鞆は広島県福山市に位置する歴史的な港町であり、
瀬戸内の美しい風景や近世港湾施設をはじめとした歴
史的建造物等、多くの地域資源に恵まれている。江戸
時代の 5 つの歴史的港湾施設が全て保存されている、
日本で唯一の港町であり、近年では、映画「崖の上の
ポニョ」の舞台となった町としても知られている。

　鞆プロジェクトは 2000 年に始まり、地元 NPO を始め
とした住民の方々と共に数々の WS や研究展示、ヨルと
も等のイベント開催、鞆雑誌の発行などを行ってきた。

　「まちづくりってな
んだろう」をテーマ
とし、研究成果や活
動報告を数年に一度
のペースで『鞆雑誌』
にまとめ、地元の方々
との共有を行ってい
る。

　一方で交通渋滞や人口減少、観光地化に伴う新たな問
題等、様々な課題に直面している。特に狭小な道路によ
る交通問題では、解決策として港湾の上にバイパスを造
る埋め立て架橋が計画されているが、それにより破壊さ
れる特徴的な港湾景観をめぐり議論がなされている。
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現地調査

学会論文投稿

現地調査

現地調査

全国まちづくり会議
in KOBE

現地調査

龍谷大の学生と共同調査

空地調査の最終まとめ

空地・駐車場調査

空地・駐車場調査

鞆セッションで活動報告

港景観、
実測・ヒアリング調査

冊子「鞆の浦と空地」

１年間行なってきた空地調査と、
それを元とした提案を合わせて
冊子にまとめ、発行しました。

空地の分布及びその性質昔からある浜沿いの共有地

土地所有者が空き家を倒して利用した空地

鉄工所の移転によりできた駐車場

Research on Vacant Lot 

　昨年度後半から行なってきた空地調査のまとめ段階
に入り、建築学会の投稿論文としてまとめると共に、
調査から見えてきた、鞆ならではの空地の発生要因や
使われ方の特徴を明確にし、空地を生かしたまちづく
りの提案を行った。鞆では昔から小さな空地が共有の
場として機能しており、今後とも増えていくと考えら
れる空地に対しても、積極的に利用し、空地という小
さな分散した地点から、少しずつまち全体の暮らしを
良くしていくことを提案した。

　2012 年度の後半からは、鞆港の景観分析を行ってい
る。鞆を強く特徴づけている港周りの景観の特徴は何な
のか、という視点に立ち、その特徴を大きく四項目（円
を描くように囲い込む港、海が創りだす風景、港に面し
た町並み、様々な生活が感じられる空間）に分類し、そ
れぞれの項目について、実測やヒアリング等の調査を重
ねている。港周りの調査では、観光客に話しかける住民
の姿もよく見られ、観光と生活のバランスをうまく形作
ろうとしている鞆の姿が感じられる。
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海を丸く囲みこむ鞆港の景観

港から鞆のまちと後山を望む 港に現れる仮設の八百屋さん
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空間デザイン 1 コンテンツ

ショウウィンドウ
幅 120cm* 高さ 90cm* 奥行き 40cm
　
　佐原の地産地消に関する商品の紹
介を行う。重伝建地区の観光だけに
頼らない新しい佐原の商品について
発信する。
　また、上の面には観光客が荷物を
持ち替えたりするのに使えるテーブ
ルのような機能を果たす。

地上機（変圧器）
幅 120cm* 高さ 90cm* 奥行き 40cm

　電線地中化に伴う地上機を木質の箱に入れ収
める。隣のショウウィンドウと同じ高さにする
ことで上の面を一体的に使うことができる。

公衆電話
　学区の広い佐原小学校では、児童が車による送り迎えを利用
していることも多く、児童が電話を利用して待ち合わせを行っ
ているという。

佐原マップ
　観光客が目的の場所を探したり、まだ行ったことのない場
所について知ることができる。他の場所に置かれているマッ
プの位置を示し、そのマップとデザインを統一することで回
遊性向上にも繋がる。
　マップの横には佐原の口コミ情報を観光客や地元の人が貼
ることができるスペースを設ける。

忠敬橋の歴史紹介
　火の見櫓やトイレが設置されてい
た歴史や、協橋建造の物語を紹介す
る。歴史のどの部分が現在の空間と
どのように繋がっているかを伝える
ことで、佐原への理解が深まる。

火の見櫓に歩行者用信号と
カメラの機能を埋め込む

公衆電話、変圧器、
情報機能を含める

建物の移動により、
妻側から見た形を残すことが可能に

ジャージャー橋、石尊山が

見える景観を妨げない

「建物」の形が見える

一方通行化

橋の袂がすっきり

見える

凡例

自動車動線

観光客の動線

視点と視線

小学生の動線

壁面等から4mの線

現状で占める部分

約 4m北へ

滞留空間
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観光マップ

重要伝統的建造物群保存地区

飲食店

伝統的建造物
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企画：東京大学 都市デザイン研究室 佐原プロジェクトチーム

さわら昭和の記憶とくらし

「さ わ ら 昭 和 の 記 憶 と く ら し 展 」へ よ う こ そ ！

展 示 内 容

昭和の佐原を
振り返る
歴史年表

地元の人の証言で
佐原を振り返る
聞書き地図

パネル展示
住宅地図から見る
商業の変遷

パネル展示
小野川の歴史

パネル展示
小野川を
考える提案

古写真から見る
昭和の佐原

佐原の商業を語るうえで欠かせない存在で

ある小野川に着目し、舟運で栄えた歴史と

観光地として賑わう現況を紹介します。

香取街道沿いを中心として、千葉県でも有数

の商業都市として栄えた佐原の歴史を古写真

から振り返るスライドショーです。

地元住民の方に伺った昭和初期から後期に

かけてのまちの様子・生活の記憶を1枚の

地図上にまとめました。

1970年代から現在までの佐原の住宅地図を

見比べて、商業の移り変わりと時代ごとの

特色を紹介します。

「地域に根付いた小野川」をコンセプトに

これからの沿川の活用方法・機能について

2つの提案を行います。

1

4

2 3

5 6

明治から昭和後期にかけての佐原のまちの

変化を「産業」「交通」「小野川・水路」

の3項目を軸に年表形式で紹介します。

昭和の佐原の少し懐かしい記憶を振り返ってみませんか―

わたしたち東京大学都市デザイン研究室佐原プロジェクトチームは、

「昭和初期から現在にかけての佐原のにぎわいと暮らしの記憶をたどる」

ことを目的に 1年間にわたって調査を行ってきました。

今回の展示は、地元のみなさんのお話や歴史資料をまとめて

明治から昭和後期の佐原の様子をご紹介するものです。

同時に、調査から見えてきた佐原の本来の魅力をもとに

わたしたちの考える「佐原のこれから」についても提案を行います。

東京大学都市デザイン研究室

佐原プロジェクトチーム

Apr. 　　     May.  　        Jun.  　         Jul. 　　      Aug.  　        Sep. 　          Oct.  　　     Nov. 　        Dec.   　      Jan.    　       Feb.   　       Mar.

2 0 0 0 年 代

卸売

16%

飲食料品小売

26%

飲食店

16%
身の回り品9%自動車・自転車

6%

家具・建具2%

医薬品3%

書籍2%

金物・荒物2%

機械器具2%

娯楽用品2% 燃料5%

その他

9%

香 取 街 道

小 

野 

川

ちゃんか通り

銀 

座 

通 

り

佐 原 駅

横 

宿 

通 

り

身の回り品小売店

食品小売店

機械器具小売店

その他小売店

宿泊施設

作業所・工場

事務所・営業所

倉庫

材木屋

各種商品小売店（大型百貨店・スーパー等）

飲食店

生活サービス系（洗濯・理容・美容等）

娯楽（映画館・パチンコ店等）

地図上の分類は商店名から業種が判断できるもののみ色分けを行っています。凡 例
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観光地として注目される佐原
千葉県香取市佐原は「北総の
小江戸」と呼ばれ、江戸期に利
根川水運とともに商業の町と
して栄えた。1996年に関東初
の重伝建（重要伝統的建造物
群保存地区）に指定された歴史的町並みや、佐原
の大祭（重要無形民俗文化財）を目当てに多くの
観光客が訪れる観光地となっている。

associate prof. Aya KUBOTA 
Jiewon SONG(D1)
Masaaki ANDO(M2)

Aya MATSUMOTO(M2)
Reiko OGASAWARA(M1)
Hana KASHIWABARA(M1)
Takashi KOSHIMURA(M1)

記憶でつなぐ「まちなか」づくり

佐原プロジェクトの取り組み

2012 年度活動カレンダー

1. 記憶を収集する・裏付ける 2. 記憶を共有する 3. 記憶をまちづくりに生かす

回遊性向上が課題
観光客の回遊は、街道と河
川を軸とする重伝建指定範
囲に限定される。本プロジ
ェクトは、まち全体で来訪者
を受け入れ観光の一極集
中を緩和し、市街地を活性
化させる「まちの回遊性の
向上」に取り組んできた。

記憶から場所の意味を読み解く
2012年度は「回遊性向上」を意
識しつつ、佐原のかつての賑わ
いや暮らしの様子を中心に人
々の記憶を収集し、まとめ、それ
を共有する活動を行った。蓄積
された記憶から「場所の意味」
を読み解き、まちづくりに生か
していく狙いがある。

ヒアリング調査
昭和初期の佐原を知る方々のもとにヒアリング調
査に伺い、地図や古写真を見ながら記憶を語って
もらった。集めた情報は地図上に記録していった。

「さわら昭和の記憶とくらし展」開催
それまでの調査成果を10月の秋の大祭に合わせ
展示した。3日間で380人が訪れ、地元の人、観光客
に佐原の記憶を伝えた。また、訪れた人同士が展
示を契機に自らの記憶を共有する姿も見られた。

空家の活用提案と橋詰の改修提案
川沿いの空家を地元の人のための拠点と位置づ
け活用する提案と、中心部の橋の袂で歴史を継承
しつつ必要な機能を整備する提案。前者では記憶
を伝えていくプログラムを提案に入れ、後者では
記憶から場所の意味を考察し提案の方針とした。

今後に向けて
市役所での提案発表には30名を超える人が訪れ、
多くの意見を伺うことができた。地元の人がまちへ
の思い、価値基準を議論する契機となった。また、
提案を行った空家は2013年10月頃から実際に利
用しながら活用方法を検討していくことになる。

歴史文献、商業の変遷を調査
収集した記憶を史実と対応させるため、市史等の
歴史文献の調査を行ったほか、住宅地図で店舗の
業種を分類し変遷を追った。各時代の記憶の背景
となっている事柄をまとめていった。
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下新町町内会(?)の寄付に
よって新たに造られた道。
明治２？年に造られた。

旧多古街道。
樋橋が無かったころ、忠敬橋
周辺で商売する人が、南へ向
かう時にこの街道を通ってい
たため、繁盛していた。

その他

その頃は（江戸時代は）、商人の屋号は「○○屋○○兵衛」ってな
ってた。百姓は○○左衛門。菅井さんは「サカ屋ヨザエモン」、そ
の隣は「池田屋ゲンエモン」、私どもは「ヤマト屋サブロベエ」。商
人は、名字を名乗れないから。士農工商で一番下っ端だからな、
名前は名乗れなんだ。逆に言うと、その頃の職業がわかるよね。

堺（大阪）と一緒で、商人の自治都市だから。商人の旦那が相談し
て、自分たちの町を運営していた。

佐原は商業の町と言われるが、醤油・味噌・造船・養蚕・たばこな
どをつくっており、加工産業が盛んだった。

昔は造り酒屋も多く、米が余った時に副業的に酒を造っていた。
戦時中に米が足りなくなり、兵隊にとられて人でも不足したため
、2000石から500石くらいに生産を減らした。

諏訪神社の方から水脈があったということは、本宿より新宿の方
が造り酒屋は多かった？
－　そうでもない。酒屋らしい酒屋ではない。

じょうこう寺？の住職だった小島○○さんに聞いたところ、小野川
沿いは江戸末期には産業商人で栄えたところで、当時、伊能八家
・ながさわ家・えんじょう寺？などの商人がいた。

「げざ」をするのは、一家の跡取りの長男とされており、長男同士
が組織を組んで、超一流の山車をつくった。そうして1年に数回お
祭りがあればつながりができ、お客さんにすることができるよう
になる。この山車をつくるのにかかるお金も、協橋と同じで全員
協力で出し合うという理屈だった。

・個性としては小野川が重要だと思う。昔は生活の中に小野川が
あって生き生きしていたという話を聞くが、今はそうでもない？
－　みんなが守らなくなったから。必要がなくなったから守らな
くなった。昔はみんなが気を遣って守っていた。あとは上流の山
を削ったから。そのため水の質が変わった。

・（小野川の水質の変化は）水門を設けて水の流れを止めたから
だけでなく？
－　それだけでなくて上流の開発が関係している。今は浄化槽
を作っているから実は水はそんなに汚れてはいない。

子供のころに三輪車のトラックが走ったが、それまでは輸送手
段がなかったから大八車や船で運んでいた。道路も今のような
舗装道理ではなく砂利道だったため、佐原近辺しか行けなかっ
た。

油：昔は、農家の人が一日がかりで牛車で肥料を取りに来て、一
日がかりだった。私も知らない時代だけれど、お客の年寄りが話
してくれる。車が一般化する前、5,60年前ではないか。肥料を運
ぶのを仕事としている人達（運送屋さん）もいた。

・お祭りの位置づけ・大事さは50年経っても変わらない？
－　みんな祭りが自慢で誇りに思っている。佐原の祭りは3日間
だが、祭りが終わった翌日にはもう来年の祭りのことを考えてい
る。仲間でお酒を飲みに行っても祭りの話をする。

この前も言ったように、小野川には忠敬橋（栄え橋）しかかかっ
ていなくて、北総台地から降りてくる人全員がここ（多古街道）
を通ったから、ここが非常に賑わっていた。それが、その後道が
何本も出来たでしょ。要するに、学校橋ができればそこから本
宿に行けるでしょ。マギノ（牧野？）橋、（山村進二郎の、寺宿の
通り。）山村さんのところから八日市場の方へ向かう道、これが
寺宿の街道でしょ。これが小野川と交わるところがマギノ橋。こ
れが出来たから、ますますうちの前を通らなくなっちゃうわけ
だな。

「おぐら橋」という個人の橋。こちらが店で、向こ
う側に材木置場があって、行き来するために橋
をかけた。中橋はもともとあった橋。個人で橋を
持っているほど大きな材木屋さんだった。

昔はよ、庶民からすれば、伊能忠敬は悪党だ
った。「おれの言う事さ聞かなかったら、川の
水止めてやんぞ」ってな具合に。伊能家の中
を通したことで、伊能家が水を止めれば、田
んぼ（下新町の）が干上がっちゃうから。それ
で伊能家の中を通るだっぺ。下心がある。だ
からもともと伊能家の中を通るように設計し
てあんだよ。

荷物を積んだり人を載せたりしていた船
は、与倉屋さんのあたりまで。あそこから
、川に民家がはりつくような形になってい
て、そこが堺だったんじゃないかな。

小学校のまんまえにだし
があった。今でも同じ。

小野川に向かう方にも同じ幅の水路があっ
た。そっちに水を流さないように、小野川へ
の出口に小さな水門のようなものがあって、
水がいらなくなる農閑期のころには開いて
そっち側に水を流していた。

小野川は、昔は舟が通ってた。みんな舟で来た
ね、茨城の人とかは。
小野川で洗濯をしてる人もいた。川を使う人が
多かった。小野川で洗濯するのは川沿いの人

昔はよく小野川で遊んだ。
川の中に入って遊んでいた。その
頃は、川底は砂みたいな感じ。

私の子供の頃には洗濯をしている人はいなか
った。河川使用料を個人で県に払っていた。昭
和４０年代に道路を整備するのに川を整備し
なおした。だしは、私が小学校時代までは残っ
ていた。だしがあったから、今より川幅は狭くな
っていて、船も小さいもの、さっぱ船？みたいの
が通っていた。

昔は水路がすもげんの脇からでてい
た。共栄橋の向こうからも出ていたし
。板でとめる簡単な水門のようなもの
があって、それは個人所有ではなくて
まちの排水路みたいなもの。

福新さんの路地の奥にお稲荷様があるでし
ょ。奥津（おきつ）稲荷。奥津稲荷ってことは、
奥の方にある津ってことだよな。の、お稲荷
様ってことだよね。津ってのは、港って意味も
あるみたいだよ。船を付けられる場所とか、
川から上がれる場所。小野川がくねりながら
流れてるのはある程度昔の形を留めている
が、少しは変わってるからね。もしくは稲荷の
方が移動することもある。

忠敬さんの所と、向かいの別邸とが、庭の中
を川が抜けて行く。新宿まで来たら、下堀と
称する、駅の方へ続く。それが関戸の耕地を
潤す水だった。すぐ側の路地、菜の花の路地
。あれが「大谷津田んぼ線」だな。

菅井さんの沼の中に、お稲荷様がある。（名
前なんていったけな、いかにも田んぼを表
す名前。菅井さんの庭にあった。角の、大蔵
の菅井さん。大倉（現在の与倉や倉庫）の中
にお稲荷様がある。確か宝田稲荷っていっ
たような。

隣の道なんかはうちがひっこめて広げた。元
は三尺道。小野川から荷物を運ぶときに、大
八車が行き交い出来るように。亀村家が土
地を提供して拡幅。

それは木内旅館といって、今の千葉銀行の
場所。敷地全部。女で儲けて女で倒産した（
オフレコで）。軍役所が、今の木内薬局の隣
に道があって、その道を隣のおけまつ
(1:09:40)が広げるために内緒で道を買っち
ゃうんだな。そこに横宿の山車が置かれてい
た。その奥に佐原の役場と香取郡の郡役所
があった。大雑把には今の信用金庫の場所。
そこで役場があれば宴会、会議があってそれ
で儲かった。

仕舞いには終戦後にナラヤで物々交換をや
ったりしてね。
マツカワ下駄屋の前は何だったの？
仕舞屋だったね。料理屋だったんかな。戦争
中に無くなっちゃったな。
＞下駄屋さんというのは。
香取街道沿い、すぐ隣。川岸の角。今ない。千
葉商店（？）さんもなくなっちゃたもんね。今
テント被っているところ本屋さんだったんだ
ね、小学校の本だのなんかね。正文堂さん。

終戦後になってよ、みんな疎開していた人な
んかが、あちこち店を出すようになった。そ
したら売れなくなった。
＞周りにお店が増えてということですか？
そうそうそう。大きい、セイミヤっていうのが
、今はないけれどね。

＞その他小野川ならではの商業はある？
油：倉庫業。与倉屋とか。

昔はね、松竹館っていうね大きな映画館が
あったんだよね。そんで色んな人が来たでし
ょ、俳優さんだの歌手だの、すごい人だった。

あとは、千葉銀行とかのある横宿
通りとか。信用金庫から入ってき
た道とかが賑やかだった。そこが
一番賑わっていた。

ここの裏は芸者置き場
さんが何軒かあった。

うちのすぐ裏の道に小さな花柳界があった。
料亭というほどでもないが、小さな呑み屋が
何件かあった。昭和20年にはなくなったけ
れど、小さな赤提灯みたいなうちが１軒残っ
ていた。もうそこのうちにはいないが昭和30
年頃まではやっていた。「まるやま」さんとい
う名前。こしかけて呑む程度の呑み屋さん。

が遊び場だった。

・東海酒造さんが酒屋さんをやめたのはいつ？
－　廃業届を出して正式にやめたのは昭和46年。
実際につくるのをやめたのは昭和44年。

へんからお客さんが来ていた？
岡：茨城の方からも佐原に買い
に来ていた。バスと船。

ここの浜宿と（下仲町）の境は道路がないの
に仕切られている。
あの住宅（カノウヤの1,2軒隣くらいの家）の
背が高いのは、お金があるというのが分かる
ように大きくしている。

＞本宿の方にも大きいデパートなんかはあ
ったんですか？
本宿にはなかったね。呉服屋なんかはあっ
たですよ。山田屋呉服屋。随分あったよね

んだんん

今眼医者さんになっているところも
材木屋さん。船をつかって材木屋を
やっていた。結構このへんに多い。

ここは私のうち（色川さん）の隣、フカザワさ
んという旅館屋さんで、表口は香取街道にむ
いていた。ここの花柳界とはちょっと別で、こ
のへんには大きな旅館が、この道路の向こう
の角の家も旅館、それからこの道路のうちの
並びの先にも大きな旅館があった。

＞日常の買い物をするときは、本宿よりも新宿？
そうですね、本宿も結構ねいっぱいあったですよ。
いま漬物屋が、でっかいのが閉まっちゃったんだよ

たまに香取街道を馬が通っていた。つい４
０年くらい前？（笑）荷車を引いていた。

夏になると縁日みたいにね。なんか土曜日
曜あたりにね。賑わってここらはまっぴかり
じゃ。だからね、ヤマト屋っていうまんじゅう
屋さん今つぶれちゃったけれど、あそこに縁
台出してまんじゅう焼いてた。

産業・賑わい関係

小野川関係

祭事関係

食べ物とか生活用品とか本屋さんと
か、そういったお店屋さんは香取街道
沿いの方があった。あとは、千葉銀行
とかのある横宿通りとか。信用金庫か
ら入ってきた道とかが賑やかだった。

＞やっぱり新宿の方が造り酒屋が
多かった？
そうですね。こっちは造船場、建設
省のがあったからね。昔舟作って
たのかな？今でも建設省ってのが
ありますよ。土手の・・。（利根川？

（香取街道）時計屋があった。小倉時計屋。奈
良屋の（駐車場の）跡があって、小倉時計屋
があって、今のお店があって、本屋のところが
時計屋だった。「たけお」っていう時計屋。

福新といったら佐原で知らない人はありま
せん。ナラヤは2階があって旗が立ってたん
だよ、日の丸なんか。農家のあっちのほうの
人らの子供らが来て2階に上げたん。わざわ
ざ来てね。あの頃夜店が流行ったよ。

この辺（新宿）の方が賑わっていたね。奈良
屋もあったし。呉服屋が、うちもあったし、サ
カクラヤという呉服屋。奈良屋の通りに。他
にも呉服屋が何軒もあった。
茨城の方から、歩いて買いに来る人もいた。

昔お茶畑があって、それがなまって「茶ん
か通り」。そこに旅籠がが並んでいた。

大般若経ってのがあって、それに寄付者総名
簿っていうのがついてるんですよ。それに江
戸時代の、新町が一番元気が良かった時の
寄付者の名前がずら～っと出てる。100件の
うち50件が新町だから。

下新町の場合は、石尊山のお祭りがあるから、お稲荷様を
テキトーに扱ってしまう。神事って要は懇親会だから。ここの
町内では、正月の懇親会が「オビシャ（御奉社）」。３月の10
日に金比羅様の祭。同じ月に、香取様にちょうちんを持って
お参りに行く「百万灯」ってのもある。適当に集まる行事がい
くつもあるから、稲荷様が無くても良くなってしまう。

＞そういう祭は下新町の人達だけでやるの？
そう。大山公ってのがあるから、佐原中何カ所も大山公をや
ってるところがあるでしょ。上新町の方は、三峰山の三峰公。
そんなわけで、お稲荷様のお祭りは下新町ではやらない。

新：ここには初午祭りでつくる解体した小屋も置いてあ
った。今はもう使っていない。
＞初午になると小屋を組み立ててどこに置いたのか？
新：それはこの道路（裁判所前、裁判所向かって右側）香
取街道沿いを歩いていたらお参りできるように。このこ
ろは車がなかったから、この道に小屋をつくっても邪魔
でなかった。

おぐら橋（個人の橋）
東海酒造ささんが酒屋さんをやめたのはい造さ造造

木屋材

び野川野

本宿の呉服本
町のの

舟＝＝＝ 濯小野川 濯

川小野川幅員と舟・河川使 料

香取街道と馬街取街街

のの
夏になると縁日みた にねるると

の

と衣ととと衣

辺（新宿） 方が賑わ宿宿宿）

礼空間空間間祭礼

ででなかった。

道で

みんな終戦後にな よ み

伊

料

校

古

「恵比寿講」っていうお祭りがあった。11月20日。街全体でやって
た。商人のお祭り。年に一回ずつとか買物する人は、恵比寿講の
時に買う。冬物を買うとか、お正月の準備とか。

その旗を子供がつくって、初午の日を待つ。初午の日になったら、
今度は子供ではできないから、大人に小屋を作ってもらう。町内
によってお祭りの支度は違うが、ここ（下仲町）ではシートで屋根
もかけた小さな小屋をつくった。小屋は町内の役員みたいな人
が作ってくれる。ここはお稲荷さんが石で持ってこられないから、
町内で作ってある木で作ってあるオミヤを小屋にもってきてお札
を一枚いれておく。その前に賽銭箱を置いて、初午がはじまる

発動機代理店。この辺りにここ
だけだったので、儲かっていた。

元倉庫
萩原コータロー

菅井さんが小学校
の時にアスファルト
で舗装された。

菅井本家。
菅井さん（分家（大崎屋）
が小学校の時まで、与倉
屋倉庫は醤油蔵だった。 ダイボシしょうゆ

佐原の醤油は正上
、ダイボシ、・・・

ね
米の関所（位置情報に不安）
東京とこの地域の田んぼの所有
者を結んでいた。
菅井さんが幼稚園の時まで。
２俵半で一石。

井上材木店の
材木置き場

金子さん
青物屋→くず屋

風呂・洗濯等、S.10頃は
水がきれいだった。

昭和30年頃には、洗濯
等はしなかった、障子を
洗うくらい

農薬が流れるようになって
から、水が汚くなったので
はないか

コウジマ商店
昔荒物問屋(1971)

近久旅館_S.40_近久旅館なん
かには、富山の薬売りが滞在し
てましたよ。

うちなんか昔の写真見
ると、正月に味噌ダルを
家の前に、初荷って言っ
て40kgの樽を積んであ
ったんですよ。

川を堰止めしてね、石ころと
かで。正上さんの前辺りで、
堰止めしてね、それで魚を採
ったりしてましたね。
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さわら昭和の記憶とくらし展 空家活用と橋詰空間の提案

新メンバー加入

秋の大祭に合わせ築 90 年以上
の蔵をお借りして展示会を開催。

市役所で提案を発表し参加
者から多くの意見を伺う。

ヒアリング調査
・文献調査など

提案場所の現況
・歴史の調査

発表に向け模型等作成 報告書
執筆中5 月 7月 9月

ヒアリングの情報を地図上に記録

商業の変遷を分析

記憶をまとめる

記憶の共有
記憶の収集

愛着増進
の
サイクル

場所の意味
を

読み解く

▲各屋敷の上米が高く積み上げられた（上州屋前にて）▲河岸に並べられたすいか

▲立てかけられた材木（昭和初期の小倉材木店）

舟運がもたらした小野川の賑わい
　小野川沿いは利根川の本流が佐原側に移ると小野川沿い
に米問屋や醸造業を営む店が増えた。周辺から物資を集め
江戸に運び、江戸から呉服や砂糖、塩等の日常品を運び周
辺に売っていた。小野川沿いは多くの舟が行き交った。

オデオン座

佐原演芸館

サカモト座

元・荘厳寺

旧役所

木内旅館

松川屋

昔の花街

銀座通り
昭和3,40 年代には
とても賑わった通りで、
仮装パレードが開かれたり
もしていました。 元・お寺

利根川へ↑

小野川

茶花通り
呑み屋さんで賑わっていた路地です。

セイミヤ

　オート三輪「みずしま」

木材商亀村

小倉材木店
材木置場

→十字屋ポポ

佐原港
昭和26 (1951) 年に開港。その後わ

ずか 20年で閉じてしまった港。

当時、周り一体は何もなく、

野っ原と田んぼが広がっていました。

正上醤油醸造所

今の裁判所の場所です。

今も名残が感じられます。

金田旅館

兜印醤油醸造所

旅館の裏門が残ってます！

佐原の諏訪上に移転しました。

市で始めての歩行者天国が行われた銀座通り 仮装行列での一枚 毎年８月に行われる商店まつりで賑わう横宿通り

富士ビル

小野川沿いには材木屋が

たくさんありました。

佐原駅

横宿通り

今も残っている清見屋の建物と看板

今も残っている、パブやスナック

のたくさん入っている建物です。

ポンポン船

昭和36 (1961) 年  佐原の駅前

小倉材木店

昭和35 (1960) 年頃　水郷でのピクニック

大雨の被害を受ける小野川

－ －

駅前デパート

横宿通りと銀座通り

昭和3,40 年代。

駅前には大きなデパートがいくつもあり、遠くからもたくさんの人がやってきました。

小野川はもっときれいで水遊びをする子供たちもいました。

４月からの半年間、50代から 80代のおよそ 10名の方々にお話を伺ってきました。

皆さんのお話を基に、昭和の始めから後期までの、佐原の賑わいの記憶をまとめています。

佐原はこれだけの賑わいや外から来るたくさんの人々を受けとめてきました。

小倉橋
いまの共栄橋は、昔は小倉橋と呼ばれていました。

材木屋を営む小倉さんが橋の向こうの店舗と材木置場を

結ぶために架けた私有の橋だからです。

観音堂
下仲町の観音堂です。集会所と、近くにあった

観音様を祀る場所とを兼ねています。

線路の北側

乾繭工場

川岸屋
小野川を利根川まで遡ると、川岸屋という

大きな旅館があります。

佐原の駅前といえば、３つのデパートが競合す

る繁華街でした。

十字屋ポポ、富士ビル、セイミヤ。一番最初に

できた富士ビルの屋上は小さな遊園地のように

なっていて、そこに連れて行ってもらうのが当

時の子供たちにとって、日曜日のおでかけの楽

しみでした。

この二つの通りは、昭和中期の佐原で最も賑わって

いた通りです。商店まつりや仮装行列が行われてい

ました。
昭和の初め頃には、佐原には３つの映

画館がありました。オデオン座、サカ

モト座、松川屋です。それも、各映画

館の間の距離は 200m足らず ... そんな

狭い範囲に３つも映画館があるくらい、

とても賑わったまちでした。

映画館

柏屋もなか店

今でも佐原土産として人気です！

15年程前まで、佐原駅の近くに

は大きな乾繭工場がありました。

工場の大きな煙突は、佐原のラン

ドマークともなっていました。

現在ある観音堂も、小さい建物なのに、トイレ・

台所のついた生活可能な場所になっています。

昭和の初めにオープンしたもなか屋さ

んは、いつも行列を作っていました。

JR（当時の国鉄）の線路より北

側には、昔は田んぼが大きく広

がっていました。

古写真のスライドショーも実施

川沿いの記憶をまとめたパネル

も

活まちなかの聞書き地図

パネル展示の様子

空間デザイン

N

0m     　1m　      2m 　　　        4m 　　  　         6m

小野川へ面した開口

裏庭への見通し

路地への入り口

路地裏のニッチ
1

1

2

3

2

佐原地区での伝統的建築物の保存では、内部空間まで保存・復元されて

いる事例は少なく、旧飯田家の改修にあたっては、町屋の内部空間を継

承していくという点がポイントとなる。一方で、以下に示すように、周

囲の環境をうまく取り込むことや、旧飯田家ならではの空間構成を生か

す工夫も必要だ。

観光客もよく通る小野川沿いの道。気軽に入りやすいよう、店前の

空間と土間を一体的にデザインしたり、看板等の滲み出しをつくっ

たりといった工夫ができる。

小さな家屋ではあるが、縦長の空間を生かし、奥まで見通せるように

することで、広がりを感じさせる。

路地へ入ってみたくなるようなデザインを用いることで、回遊

性の向上が期待できる。

3

4

5

4

裏庭5

町屋空間の継承

【事例】サインや明かりを

用いて、人々を路地へ誘

導する柳小路（京都市）。

2
小さな庭だが、路地側を開くと、広がりのある空間となる。開放

して、庭を楽しんでもらったり、子供達が遊んだりと、住民のた

めの空間とする。

旧飯田家の路地に向いた側面につくる２つの窪み（ニッチ）と１

つの飾り棚。人通りの少ない所に向いた面ではあるが、様々な利

用方法が考えられる。具体的な利用方法については、次ページで

紹介する。

照明や植栽による路地空間の演出も合わせて行う。

伝統的な町屋に

合わせた照明

暮らしを感じさせる

植物

中庭に開けた縁側は住民・子供達の居場所として。

17

川沿いの空家

中心部の橋の袂
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モノづくりのまち大田

大田クリエイティブタウン研究会

おおたオープンファクトリー開催

今後に向けて

▲工場町家調査

首都大学
東京

東京大学横浜国立
大学

大田観光協会

<協力>

大田区
観光課

産業振興課等

大田区
産業振興会

工和会共同組合
工和成年会

協力

大田クリエイティブタウン研究会

おおたオープンファクトリー実行委員会

下丸子商店会
下丸子商栄会
武蔵新田商店会

ほか

参加工場 参加工場

参加工場 参加工場

参加工場 参加工場

下丸子・武蔵新田駅周辺地区

3

2

1

12

11

10

9

8

7

6

5

4

現地見学
工場町家調査
OOF企画検討

第2回OOF開催

OOF実行委員会始動

月１ペースで
蒲田周辺にてMTG

MEMBERS：　Kaori FUKUSHI(M1) ・ Members of TOKYO METROPOLITAN UNIVERSITY and YOKOHAMA NATIONAL UNIVERSITY

矢口西小学校

多摩川小学校

セブンイレブン

ミニストップ
サンクス

武蔵新田商店会

頓兵衛地蔵

体地蔵尊

矢口西小学校

多摩川小学校

セブンイレブン

ミニストップ
サンクス

武蔵新田商店会

頓兵衛地蔵

体地蔵尊 9

7

多摩川

東急多摩川線

環八通り

第
二
京
浜

ケヤキ並木

←至鵜の木

モノまちラウンジ

まちなか工場カフェ

武蔵新田
インフォボックス

下丸子インフォボックス

多摩川

武蔵新田駅

下丸子駅

東急多摩川線

環八通り

第
二
京
浜

ケヤキ並木

←至鵜の木

モノまちラウンジ

まちなか工場カフェ

武蔵新田
インフォボックス

下丸子インフォボックス

オープンファクトリー参加工場

神社・寺社

公園

商店街

公共施設 N

0 50 100 20020

まち歩き推奨ルート

巡回バス バス停

トイレ利用可能工場

モノ
ワザ

（有）ウェディア
様々なリクエストに応えるモノづくり精神を忘れない、常に新しいT- シャツプ
リント技法を追い求める森田さんから内なる熱い想いを聞いてみませんか？

栄商金属株式会社
加工業者間をつなぐ仲介業としての業務を担っている (株 ) 栄商金属。当日は、
㈱岩崎をプロデュースし、食品サンプルづくり体験を行っています。

（株）白洋舎　五十嵐健治記念洗濯資料館
日本で初めてドライクリーニングを導入した白洋舎。当日は、資料館を開放。
西洋、日本の洗濯史を伝える貴重なコレクションを見ることができます。

冨士ダイス（株）
特に、超硬耐摩耗工具のトップメーカーとして世界最高水準を誇る冨士ダイス
（株）。当日は常時、世界に誇る製品の数々について解説が受けられます。

光写真印刷（株）
印刷から製本の現場まで大公開！来場者には、先着でおおたオープンファクト
リーオリジナル卓上カレンダーや自由帳をプレゼントします。

（有）安久工機
モノづくりのコンビニといえば、こちら。総合的な開発力をもつ町工場の製造
現場を見学、世に出た製品に触れることができます。

（有）多摩川鈑金工業所
精密板金加工専門の町工場。大田区の木クスノキをモチーフにしたしおりや、ステ
ンレスに曲げ加工を施した動物達の作品は、こちらで作られたもの。

シナノ産業（株）
プラスチックの切削加工を専門とする町工場。技術を分かりやすく表現した製品を
作り出す、アイデアに溢れる工場です。

（有）村上精機
金属切削加工の中でもフライス加工を行う (有 ) 村上精機。本イベント限定のキー
ホルダーや iPod ケースなどアイデア溢れる作品が楽しめます。

ホワイト・テクニカ
まちなか工場カフェに隣接する町工場。被災地支援グッズ「土のうスタンド」
を手がけたアイデアマンに出会うことができます。

（株）伊和起ゲージ
大田区で唯一のボールねじの生産を行う (株 ) 伊和起ゲージ。当日は、幼少期下
丸子に住んでいた職人さんからの語りも聞き逃せない！

プレシジョンファクトリー（株）
切削加工を得意とし、金属加工の全工程をも受注する本工場の平本社長は、元
サラリーマン。その経験から培われたトーク力は圧巻です！

下丸子・武蔵新田インフォボックス
下丸子駅・武蔵新田駅を出てすぐ！ご来場いただく皆様を案内するための情報
拠点施設です。まずはこちらにお越し下さい。

まちなか工場カフェ
武蔵新田駅徒歩 5分！工場長屋の一角に当日限定でまちなかカフェがオープ
ン！今、巷で話題のB級グルメ「大田汐焼きそば」を販売します。大田ならで
はの工場長屋を見学しながら一休みしませんか。

（株）金羊社
巨大な印刷機から製品が刷り上がる光景は圧巻です。楽しみつつも印刷の基本
を学んでみませんか。1階オールライト工房では活版印刷体験も楽しめます！

モノまちラウンジ
下丸子駅より徒歩 5分、おおたオープンファクトリーの情報集約施設！モノ・
ワザコレクションの展示に、PVの上映、ツアー受付などとともに、休憩スペー
スもあり。おおたオープンファクトリーの全貌を見に来てください！

㈲相澤製作所
身の回りのあらゆる機械の動きを支えるベアリングの製造を行う (有 ) 相澤製作
所。精度の高い部品の数々が生み出される現場に触れることが出来ます。

㈲松原製作所
ワイヤーカット放電機及びタレットパンチプレス機による加工、なかでも薄板
材に対する加工を得意とする松原製作所。0.3mm精度の技術は必見です。

赤塚刻印製作所
赤塚刻印製作所の赤塚正和さんは世界が認める手彫り刻印のマイスター。メディ
アにも取り上げられた下丸子で唯一の刻印工場です。

（株）室賀シボリ
照明器具や鍋等身近な物から、宇宙関係等特殊な物まで生かされるヘラ絞りとい
う技術に特化した（株）室賀シボリ。会長さんの職人魂が感じられます。

宮城精工（株）
NC旋盤・マシニングセンター等を設備し、金属の切削・研削を得意とする宮城
精工 (株 )。菊地代表取締役の、技に関する熱い語りは必見です。

森井電業株式会社
あらゆるビル機能を強力にサポートする電気設備製品の開発、設計から製作、製
品検査に至る全プロセスを独自の技術を駆使した一貫生産を行っています。

（株）稲葉製作所
物置・オフィス家具で高い知名度を誇る稲葉製作所の長年この地で成熟された技術
力を、是非一度ショールームで実際に体感してみてください。

小廻りの利くメッキ屋、(有 ) 杉山化学工業所。本工場のメッキ処理加工体験はそ
の内容に加え、魅力的な人柄の杉山さんによる説明も見所です。

㈲杉山化学工業所

google mapでも位置を確認できます：http://goo.gl/maps/KW5uC

下丸子駅

光明寺光明寺

工場ガイド P16-17

工場ガイド P30-31

工場ガイド P21

工場ガイド P26-27

新田義興
武将新田義興は、鎌倉幕府を滅ぼし後醍醐
天皇の建武の新政を助けた新田義貞の次
男。約 650年前、矢口の渡しでだまし打
ちに会い、舟を沈められ死を遂げました。
新田神社
矢口の渡で謀殺された新田義興の御霊を沈
める為に、「新田大明神」として祀られて
います。境内には、多摩川アートラインプ
ロジェクトの作品が訪れる人を楽しませて
くれます。
妙蓮塚三体地蔵尊
矢口の渡で新田義興公に殉じた 13人の家
臣のうち、潜水して対岸の数百の敵中に斬
り込み討ち死にした三勇士の地蔵尊。
頓兵衛地蔵
矢口の渡の渡守の船頭が蔵尊を建立し霊を
供養したと伝えられています。また別名を
「とろけ地蔵」とも言い、石体が解けて崩
れているのは義興公の祟りによるものだと
伝えられています。
旧六郷用水跡
工場周辺には、江戸時代初期に建設され、
長年にわたり大田区の農地を潤してきた六
郷用水の痕跡が残されています。この六郷
用水は、環八通りなど周辺の都市形成に影
響を与えてきました。
天祖神社
一般的に、農業生産向上のために行われる
耕地整理が下丸子では工場誘致を目的に行
われました。天祖神社前の、「耕地整理記
念碑」が当時の様子を物語っています。
蓮光院
焼け残った山門の武家屋敷門は江戸時代末
期の建築。都有形文化財に指定されていま
す。

展示拠点

工場見学ツアー

子ども向け企画

グッズ販売 ( ガチャガチャ )

実行委員会会議
工場との打ち合わせ
企画担当ごとの打ち合わせ

OOF振り返り

2013年秋　第3回OOF開催予定!!▼2012年度の活動年表

職人さんに説明を受ける

子どもも加工体験駅前に集まる人々

最先端の技術を体験

初めて触れる製品

　東京都大田区は、明治末期に近代工業が発展してから現在に至るまで、
日本の工業を中心となって支え続けてきた。従業員数が 20人未満とい
う比較的規模の小さい工場が集積しているのが特徴である。そういった
中小工場で養われてきた「モノ」や「ワザ」の魅力を引き出し、モノづ
くりとまちづくりの両面から大田のまちの将来像を構想することが本プ
ロジェクトのコンセプトである。

　横浜国立大学 ( 都市計画研究室 )、首都
大学東京 ( 文化ツーリズム領域 )、東京大
学 ( 都市デザイン研究室 ) の 3大学と大
田観光協会から成る「大田クリエイティ
ブタウン研究会」として、2009 年から
工場調査やイベント等を行っている。
2012 年 2 月には工場公開イベント「お
おたオープンファクトリー( 以下OOF )」
を初めて開催した。
　2012 年度は住工混在の実態を探るた
め、工場と住居が一体となった建築「工
場町家」の調査を行った。9月からは工
場の組合である工和会共同組合との協働
で第2回OOFを企画し、12月に開催した。

　オープンファクトリーとは、エリア・期間を限定して行う、複数工場
の同時開放による工場見学とそれに伴うまち巡りのイベントである。現
在、多くの町工場が後継者確保、住工の相隣関係の維持、デザインと技
術のマッチングなどの課題を抱えている。そこで地域住民や観光客らが
町工場に近づくきっかけづくりをすることで、モノづくりのまちを地域
内外にアピールし、産業観光の活性化とエリアプロモーションを狙う。
　2011 年度のプロジェクトメンバーで開催した第 1 回 OOF への反響
を受け、2012 年 12 月 1 日に第 2 回 OOF を開催した。東急多摩川線
の下丸子・武蔵新田駅周辺エリアの 27 社が参加し、約 1500 人が来場
した。実行委員会では各工場に担当学生が付き、工場見学の方式やまち
巡りツアーの企画、グッズのデザインなどについて話し合いを重ね、そ
れぞれの工場の特色に合わせたイベントコンテンツを用意した。工場見
学の形態を第 1 回と異なるものにしたほか、様々なツアーやこども向
けのスタンプラリーの実施、展示・回遊拠点の設置など、第 1 回にはな
かった新たな試みにより、今後への可能性や課題を発見できた。

　2012 年度の活動で工場との連携が強
まったことに加え、近隣商店街へのOOF
の周知などにより、更に地域全体での広が
りのある活動への可能性が感じられた。
2013 年度は昨年から行っている工場町家
調査のまとめと共に、第2回OOFの振り返
りと次回OOFの企画を進める予定である。
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MZ In/out: Numbers of pilgrims stayed in 
Temples(29th-30th)
Myanmar golden Temple: 58   
Korean Temple: 69 
Royal Thai Monastery: 30  
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Peak hour:22-23%  
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In the highest season, 
We have to carry at least 
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　　遺跡保護
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Reorientation of new projects under construction

  Review of Kenzo Tange’s Master Plan 丹下マスタープランの再解釈

整備事業への助言

Towards Regional Conservation Planning for Buddhist Sites今後の整備方針立案

　1997 年ユネスコの世界文化遺
産に登録された「仏陀の生誕地ル
ンビニ」には、当研究室の創立者
である丹下健三先生がその整備方
針をまとめたルンビニマスタープ
ラン（1978 年）があります。しか
し長年に渡る整備事業の遅れによ
り、マスタープランを無視した無
秩序な開発や、当時想定していな
かった問題が生じてきました。
　私たちはユネスコの依頼により
西村教授がリーダーを務める国際
専門家チームの１つとして丹下マ
スタープランの再解釈を通し、現
在進行中の整備開発事業に対して
助言を行ったり、今後の整備方針
を検討したりしています。

　ルンビニ周辺には釈迦（仏陀）由
来の仏教遺跡が広域的に散在してい
ます。中には世界遺産の暫定リスト
に登録されている貴重な遺跡もあり
ますが、現在包括的な保全計画があ
りません。将来的にこの地域全体の
観光活用および保全が適切に図られ
るよう、潜在的な開発エリア及び規
制区域の検討を進めています。

散逸資料の収集や当時の関係者ヒアリングを行い、丹下マスタープランが最終形に辿り
着くまでの変遷を追うことで、観光需要や経済状況が変化した現代においても適用可能
な設計原則及び全体骨格を明らかにしました。

　丹下マスタープランを丁寧に分析することで見えてきた現状との矛盾
や、それによって生じている問題を調査し、具体的な Sacred Garden 整
備事業の細かな助言および中長期的な全体計画と結びついたマネジメン
ト方法などを提案しました。

→ →

Tilaurakot での景観分析

Sacred Garden 内の歩道デザインの提案

Sacred Garden 整備の考え方 南北交通需要に対応するための Central Link 改善断面図

Sacred Garden の現状調査

全体の交通状況分析

マスタープラン変遷 マスタープランの骨格分析 丹下マスタープラン中の図面
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Monastic Zone

Highway

The Sacred Garden

Central Link Canal

Lumbini Center
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Central Link

Cultural Center

Lumbini Center

Monastic
      Zone

Sacred Garden

East Gate

Ring Road

Vehicle Traffic Flow to North Garden Parking
Pedestrian Traffic Flow from the North
Vehicle Traffic Flow to East Garden Parking
Pedestrian Traffic Flow from the East
Vehicle Traffic Flow to Monastic Zone
Pedestrian Traffic Flow from Monastic Zone
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Taku Nohara
Chie Kodama

Noriko Iwasaki
Shohei Ohno

2012. Members
Yokohama National Univ.  Associate Prof. 
Urban Eng. Dept. (ud labo)  M1
Arch Urb Cult Dept.  YNU M1
Arch Urb Cult Dept.  YNU M1

Support after making the Area Management Plan

Planing for Area Management

地域マネジメント計画策定後のフォローアップ

農山村集落の未来を描く

　長倉集落には、住民が交代で務める役員による役員会と、住
民全員の意見をすり合わせる万雑という大きなシステムがある。
特に役員の中心には班長の役があり、
　① 班長が任期ごとに取り組む事業を定める
　② 万雑でその事業に取り組む合意を得る
　③ 実現に向けて役員会が企画をつめる
というわかりやすい体制が採用された。私たちの役目は、班長
や役員に対する企画の実現にむけた詳しい情報提供、万雑で合
意を得るための資料作成等を通じ、次々と周辺住民を巻き込み
ながら、集落の未来を皆が考える形を模索することである。

　典型的な中山間地域であり、過疎化に悩まされるこの集落には、一方で
密接な人間関係や、豊かな自然、文化的営みなどの資源も豊富に残ってい
る。それらを踏まえ、この集落が自身の力で存続していくために、集落の
人々と共に地域マネジメント計画を策定した。そして、その計画が実際に
実行に移されるにはどういったサポートが必要なのかを探ってきた。

　92％が山林である高山市は、旧高山城下町である高山市街地から延びる
五つの街道沿いに、集落が点在するという構造を持つ。2011 年度以降は、
活動の舞台を市街地から北へ、上宝町に位置する長倉集落へ移した。高山
文化の影響を受けつつも、斜面地という特殊な地形により独特の文化が育
まれた地域である。現在人が住んでいる地区だけで見ても、高低差 120m
もある傾斜地をはじめ、壮大な自然に囲まれている。

８月

９月

第一回現地訪問

秋万雑

役員会

役員会

7月役員会2011 年度を通して住民の皆さんと
ワークショップをしながら作成した地
域マネジメント計画書が印刷製本完
成！集落役員会でお披露目しました。

計画書に盛り込まれた事業の
うち、実行に移したいという
声の強いものについて、具体
的な検討を進めます。

今期取り組むことになったうちあかりプ
ロジェクト（PJ) についての詳細企画案を
複数提示し、具体案を引き出します。

うちあかり事業を皮切りに、今後役員会
と万雑が地域マネジメント計画にどう取
り組んでいくか、問題提起します。

数軒で実験点灯するうちあかりの照
明器具の様子を役員と一緒に確認し
ます。

全戸点灯にむけて、プロジェクトの
区切りに際して点灯式を行うことを
提案します。

具体的な検討を進める事業について「誰が、い
つ、どこで、何をやれば」実現にむけて動き出
せるのかをまとめた企画書を作成し、役員会で

話し合います。

臨時総会・秋祭り

春万雑

第二回現地訪問

第三回現地訪問

第四回現地訪問

第五回現地訪問

10月

11月

1月

３月
日常のうちあかり

ハレの日

役員会 万雑（総会）学生

提案

許可

サポート サポート

長倉集落ベースマップ

▲事業アイデアカード投票結果 アイデアから企画へ

▲全世帯が一堂に会す万雑

長倉集落の様子

地域マネジメント計画書
▲

赤・桃・黄・紫・白

草丈：30cm～80cm

開花時期：７月～９月

特徴：

一般に西日の当たらない

水はけ、水持ちの良い土

地を好む　

色：桃、黄、白、橙

草丈：50cm～150cm

開花時期：５月～１０月

特徴：

花期が長く、比較的温暖な

場所では 6月の後半に、冷

涼な地域では 8月に咲く。

9cmポット苗 420 円

春の彩り

夏の彩り

秋の彩り

球根３球 1050 円

実行プラン

１年目

２年目

３年目以降

実験

実行（植える）

改良（高木を切る）

種の選定
場所の選定

将来的に植えたい植物を、集落内に植えてみる。
１．国道からの見え方（色の密度、色合いなど）
２．開花時期（秋の草花なら、百観音例大祭の時
期に合わせられるか、など）
を記録、確認する。

いきなり植え込み想定箇所の全面に植えようとす
ると必要経費がかさむ。沿道に草花を植える場合、
はじめは部分的に固めて植える、その後は繁殖す
るように育てる、という方法もある。

国道からの景観をつくっていく上で、眺望点（眺
める場所）を設定することが望ましいと考える。
その眺望点から草花の景観を眺める際に、障害と
なる高木を伐採していくという方法が、高木を除
去しづらい状況の上では現実的だと思われる。

班長
プロジェクトA プロジェクト B 何もしない

役

役

プロジェクトA

プロジェクト C

プロジェクト B
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巴川

マリンビル

浪漫館

フェルケール
博物館

清水マリンターミナル

富
士
ロ
ジ
テ
ッ
ク

エスパルス
ドリームプラザ

国道14
9号線（し

みずマリ
ンロード

）
至静岡

至清水駅

マリン
パーキング 日の出埠頭石造り倉庫群

道幅が広く、数百メートルも直線が続く臨港道路を学生やチョーク
アーティストが大きなキャンバスにし、色とりどりのチョークや白
線引きを使って、ダイナミックに絵を描きました。子供たちも一緒
になって道路に座り込んで、楽しそうにお絵描き。大きなお魚や富
士山の絵が、普段は味気ない道路を賑やかに変えていきました。

日没後、倉庫群をライトアップし、夜空にその姿を浮かび上がらせ
ました。また、倉庫のシルエットを作るように、幻想的なキャンド
ルを並べました。JAZZ のしっとりとした演奏を聞きながら、思い
思いに倉庫街の夜を味わいました。

同日、清水港周辺で開催されていた「アグリフェスタしみず」、「みなと夢市」、「日本丸一般公開」と協力
して、清水港全体での回遊行動を促すために各会場を回る「みなとスタンプラリー」を実施し、約 470
組の皆様にご参加頂きました。

今は無き清水港線の線路跡に、小型鉄道模型の線路を設置、かつて
の姿を思いを馳せました。清水港線に関するパネルも展示しました。

清水国際レール倶楽部

常葉学園大学造形学部

倉庫群をバックに、開放的な臨港道路に設置されたステージ。ここで
は、地元の静岡県立大や東海大海洋学部の学生を中心として、JAZZ
やアカペラ、ギター弾き語りと言った音楽、ジャグラーによるダイナ
ミックなパフォーマンスが披露されました。
　

キャンドルの風防をデコレーションしたり、フラッグを作ったりと、
子供も大人も楽しく参加できるワークショップを開催しました。
作ったキャンドル風防は、キャンドルナイトで並べられました。そ
の他、常葉学園大の学生による似顔絵コーナーも設置されました。
ミナトのいいお土産になったかな？

清水港の歴史や活用すべき資源をまとめた研究パネルを展示。港の
かつての姿を映した古写真が来場者の関心を引きました。

おしゃれなカフェ、おでん屋さん、焼豚屋さんといった様々な種類
の飲食店をはじめとして、かわいい雑貨を扱うお店など、地元清水
や静岡から、20 を超す個性的な店舗が所狭しと出店し、会場を盛
り上げました。

常葉学園大学造形学部

東海大海洋学部 JAZZ研究会、ジョー次、
静岡県立大The Vivaledge、マキタさん

東京大学都市デザイン研究室
常葉学園大学造形学部

東京大学都市デザイン研究室

Takefumi Kurose
Yurie Endo
Fumihiko Omori
Takami Kitagawa
Aya Matsumoto
Takashi Koshimura
Takuya Hagiwara

Members
assistant prof. 

M2
　

M1

2012 年度の活動

4 月
7 月

8月
11 月
12 月
3月

第 1回現地調査
波止場通りヒアリング
石蔵の実測調査
子ども向けWS
ミナトブンカサイ
巴川調査
大分・広島事例調査

ミナトブンカサイ
　地元市民の日の出地区やその周辺に対する理解を高め、今後の日の出地区の利活用
について可能性を示すことを目指し、石造屋根倉庫群の前面道路を会場としてた賑わ
い創出イベントを行った。地元の商店や大学生と協力した露店や音楽ステージ等の企
画や、夜間には倉庫群のライトアップも行った。当日は、会場に 1500 人を超える人
が訪れ、多くの方が、港の雰囲気を堪能した。

　地元の小学生と保護者を対象にした日の出地区のまちある
きとワークショップを行った。まちあるきでは、清水港の歴
史と現状を実際に目で見て、その魅力を体感し、クイズとと
もに楽しく学んだ。ワークショップでは参加した児童がまち
あるきや学んだことをもとに「自分たちの住まう清水のまち
や港に、どんな施設・機能が欲しいか」を自由に考え、清水
PJ メンバーと共に模型を作成した。

子ども向けWS

みなとを知る・魅力を見つける

みなとの魅力を発信する・理解を高める

　かつて波止場、日の出地区の港湾労働者や三保の造船所等で働く人たちで賑わって
いた波止場通り（現エスパルス通り）で働くの店主のみなさんから通りやかつての波
止場の賑わいの様子についてお話を伺った。

巴川の川湊として始まった清水の湊。港湾施設の近代化後に活気があふれた波止場や日の出
埠頭は、港の中心がコンテナ埠頭に移ると活気を失った。現在の日の出地区は物流事業者が
出入りする、地元住民にとっては馴染みの薄い場所であるが、石造倉庫群や大型船舶が往来
する港の風景など、清水ならではの魅力を味わうことの出来る場所である。

▲ミナトブンカサイ開催の報告パンフレット

空間資源の利活用に向けて

清水プロジェクトの取り組み
　清水 PJ チームでは、活気を失った港湾
地区の再生・利活用に向けて静岡市清水区
を中心に活動を行なっている。2011 年度
は日の出地区を中心に清水港の空間資源調
査を行った。2012 年度は更に調査を進め
ると共に、地元の理解を深め、利活用への
関心を高めるイベントを積極的に行った。

波止場通りヒアリング調査

テルファークレーン 石造倉庫群 臨港線跡の自転車道

　2012 年度までの活動で、一時的な港の空間活用を提案することができたが、港湾の再生に向けては日常的な
利用を定着させること、地元の方々の力を引き出すことが必要である。今後は 2013 年 3月に行った港湾施設の
活用事例調査を参考にしながら、石造倉庫群や県営上屋等の空間資源の日常的な利用に向けて、地元団体・大学
と連携しながら活用提案・活用実験を行う。

▲イベント当日の石造倉庫群の様子

▲静岡県静岡市清水区周辺 ▲清水港日の出地区

　清水のもともと川湊
があった巴川に関する
調査や江戸時代から港
と関係の深い廻船問屋
に残る石蔵の実測調査
といった地域の空間資
源や周辺環境の調査を
行った。
　今後、清水港と周辺
地域との関係や一体的
な空間計画を考える際
のきっかけとなると考
えられる。

石蔵調査 / 巴川調査 周辺との関係を考える

みなとの再生に向けて

みなとに親しむ

▲商店主のみなさんからのヒアリング風景 ▲昭和 30年代の波止場通りの様子（ヒアリングまとめ）

▲巴川での調査の様子

▲実測した石群の断面図

▲みなとあるきの様子 ▲完成した模型の前で記念撮影

今度の活動

▲NPOを主体とした大分港の再生事例

フェリーターミナルから
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昔ここに川が流れて
いて，川遊びをした．

毎年春にお花見．５月５日には小学
生の男の子たちが木で小屋をつくっ
て，そこで煮しめや赤飯を食べた．
お互いの陣地を壊したり，小屋をつ
くる費用を「ぽかん」で稼いだりした．

「城坂」という細い
道が遊び場だった．

昭和 35，6年くらいに初めての町民運動
会があった．当時は丁目対抗ではなく漁
師・製鉄所従業員・消防団・婦人会など
のグループ対抗で，漁業にちなんだ船団
対抗リレーなどがあった．10回目くらい
までここが会場で，その後は吉里吉里小．

昭和 40年頃まで，このあたりではど
の家でも豚やヤギ，羊を飼って畑や田
んぼの肥料をつくっていた．食べ残し
を餌にしていて，豚を飼っていない家
の人も飼っている家に食べ残しをあげ
たりしていた．

りんごなどの果樹園
があった．

主に 1丁目の人が使っていた．
フラダンスグループや神楽の
練習，ボーイスカウトの集会，
老人クラブ，健康診断など．

このあたりでわき水
が何カ所か出た．

白堤防は昔はここ
までだった！

金比羅さんにうつっ
た．今あるのは個人
のお稲荷さん．

上住宅などが出来る前
はこっちが正式な参道．
結婚式やお宮参りなど．

正月になるとお休みで船がずらっと
並び，大漁旗が 20本以上出る．お祭
りになるとそれを神社に持って行っ
て，20～30年前くらいまでは虎舞な
どの間に入って練り歩く「しるしか
つぎ」というのがあった．

浜はデートコース
だった！

天然記念物のイチョ
ウや杉の木があった

「ふるさと交流」で
盛岡から子どもが来
て学校に泊まった．

クラブで鹿踊りなど
の練習．昔は運動会
でもやった．

ここを通れるようになっ
たのは昭和 58年．開通
のための運動もあった．

若葉会館は避
難所だった．

りんご園があった．

漁協の会議や研修，三丁
目の町内会議や祭りの打
ち上げに使われていた．

育成会館は土地を借りて，
自分たちでつくった．

このあたりでも
豚を飼っていた

昭和 45年以降，
分家の人たちが
入ってきた． 創造センターで朝

市をやっていた．

砂浜にイカを干す棚が
ずらっと並んでいた．
ワカメや昆布も干した．

ガスや日用品を扱う。
いつもお茶っこをした。

野菜や米や魚、雑誌…
色々なものを扱っていた。

日用品を買いに。

野菜や米や魚、雑誌
をよく買っていた。

雪が積もると
近くの坂でソリ！

昔はリンゴ4本、
なし１０本の果樹園。

風邪をひいたら
通っていました。

なじみの飲み仲間
で飲んでいた。

お花見スポット！

子供向けの
雑貨屋さん

カレーやラーメン
アイスが美味しい店

夕方になるとみん
なで行く．脱衣所
がたまり場だった．

前川家のお風呂の跡…？

昔は釜石信用金庫．

居間や縁側でお茶っこ．道路に
面していても縁側は南側だった．

２階は公民館代わり．
青年会の会議などで使った．
主に２丁目が使っていた．

文化劇場と呼ばれていた．
映画館をやめたあとは
そろばん塾になった．

グラウンドで
サッカーや野球

孫と散歩やマラソン

舟が沖に出るときは
三日間の安全祈願．

元朝参り

元朝参り

舟が沖に出るときは
三日間の安全祈願．

正月の１６日にお
墓に行く．彼岸や
お盆の時も．

檀家なので，盆や彼岸，
法事などで行く．

昔は木々が茂って暗い所．
最近は人が変わり，お寺
にも行くようになった．

前川さんの先祖の前川善兵
衛が３代かかって山を切り
崩した歴史があるそう．

お彼岸やお盆に
参拝

梅花講

よく使っていたけ
れど，バスが出来
て本数が減った．

山田まで，腰の整体
に行っていた．

丁目対抗運動会
や，町内会長を選
ぶミーティング

今も孫と遊びに行く．盛岡の学
校などが学校同士の交流で浜に
来て，砂の家を作ったりしてい
た．砂はざらめのように綺麗！海の家やシャワーは吉里吉

里の人が出していた．普段
は他の仕事をしているそう．

昔と今と海は変わらない．
ワカメは昔養殖していな
かった．雨が降ったら漁
はお休み．

漁師の夫の手伝い
で，ワカメを砂浜
に干していた．

朝からずっと海で作業．家
に帰るのはご飯と寝るとき
くらい．鯨山に朝日が昇る
のがとてもきれい！

昔このあたりは
麦畑だった．

弁天島からフィッシャ
リーナまで泳いだ！

じゃがいも，麦，茄
子，粟，稗などの畑
だった．

大漁祈願と
安全祈願！

弁天島の近くの砂浜で
じゃがいもを海水で茹で
て食べた．私有地だけど，
皆が利用．

よく遊びに行っていたけ
れど，プールが出来てあ
まり行かなくなった．

子供の頃から大人になっても毎日
泳いだ．母に肌が黒過ぎて嫁の貰
い手がないと注意されたことも．
風が冷たいシーズン外れに一人で
泳ぐのも楽しい！

子供の頃は皆
プールより海！

グラウンドや家の前の通
りで遊んだ．ボール投げ，
縄跳び，ゴム飛びをして
いる子供がたくさんいた．

10年前頃までは吉
祥寺ではなく小学校
で盆踊り．

小さいときは弁天
島の所で泳いでい
た．きれいだった．

父母参観だけでなく
祖父母参観日も！

子供の頃，イモやトウモ
ロコシを持って海に行っ
て，焼いて食べた．ウニ
やアワビもとって食べた．

震災後は農村広場で
サッカーや野球をす
るようになった．

震災後に盆踊りが
行われるように．

北田の仮設までの坂がきつ
いので，吉祥寺の墓を通ら
せてもらっていた．毎朝 6
時にお寺の掃除．

社会人野球も！

ほぼ毎日散歩 .

酒や料理を持ち寄って，
海を見ながら飲み会 !
あずまやがある．

犬の散歩

釣家のすぐ近くだった
のでよく行っていた．

遠方からの客で大
賑わい．鮭祭りは
地元の人も参加．

昔はフィッシャリー
ナまで浜だった．

釣り人がたくさん．
時期によっては鮭の
一本釣り．小舟を持っ
ている人が多い．

アサリとり

孫と小学校のマラ
ソンの練習．海沿
いに松があった．

囃子

担ぎ手

担
ぎ
手

海

神主

消防団 虎舞・神楽

見物客

鯨山

Aya Kubota
Taku Nohara
Setsuji Nagase
Yu Okamura
Takefumi Kurose
Akiko Tanaka
Tomoko Mori
Kosuke Kambara
Takuya Hagiwara
Kaori Fukushi

Members
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assistant prof. 

visiting scholar
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2012 年度の活動

5月
8月

12 月～
2月
3月

現地調査
吉里吉里思い出サロン
吉里吉里例大祭調査
赤浜集落避難行動調査
黒森神楽調査
避難行動調査冊子発行

吉里吉里思い出サロン／マップ

海上調査

文化資源調査

赤浜集落避難行動調査
　震災前、吉里吉里集落内ではどのような日常があったのかを明らかにするために、被
災した店舗をお借りして「吉里吉里思い出サロン」を開くとともに、仮設住宅等も訪問し、
人々が集っていた場所、漁業の様子、こどもたちの遊び場などをヒアリングした。集落
内の公共施設や広場の使い方や、庭や縁側での「お茶っこ」の様子等について詳しくお
話を聞くことができた。まちの記憶の共有を図って、これらの内容を基に「思い出マップ」
を作成し、地元の方々にお渡ししている。

　震災発生時、人々がどのように考え、どのような避難行
動をとったのか、赤浜集落でヒアリング調査を行い、避難
のきっかけとなる出来事や避難場所等についてまとめた。
また、これとともに集まった避難行動の記録を赤浜集落の
中での教訓として未来に受け継いでいきたいという地元の
方々の思いをきっかけに、ヒアリングした内容を 1 冊の
文集にまとめた。

黒森神楽調査

吉里吉里例大祭

石市
遠野市

宮古市
盛岡市

岩手県

　2011 年度から町に根付いて
きた祭礼や伝統芸能、漁業文化、
湧水のある暮らし等を調査・記
録してきた。これらの調査は震
災によって消えかかった町の文
化の記録となるだけでなく、例
えばまちなかでの祭礼や芸能と
結びついた広場の計画や湧水や
漁業資源を生かした新しい産業
づくりの手助けとなり、大槌町
らしいく空間づくりや集落再生
に繫がると考えている。

大槌プロジェクトの取り組み
　2011 年 3月 11 日の東日本大震災後、都市デザイン研究室で
は東大海洋研のあった大槌町赤浜で集落の被災状況等に関する
調査活動を開始。その後 2011 年度は、大槌町を知ること、復
興への示唆を得ることを目的に町の文化資源を調査・整理し、
ヒアリングや写真からまちの記憶を掘り起こした。2012 年度
も文化資源調査を行うとともに、より詳細に震災前の生活風景
を浮かび上がらせるためにヒアリング等を行い、加えて震災時
の避難行動の調査を行った。

▲2012 年 8月に行った吉里吉里思い出サロンの様子

　吉里吉里集落の例大祭の調査を行った。震災後初めての
神輿渡御の様子や虎舞・鹿子踊り等の伝統芸能の記録を
行った。ハレの日の空間づくりに繋げていく事ができる。

　避難行動調査をもとに地域住民とともに、発災時にどのような行動をとるべきか学習する避難行動ワークショップを行ったり、まちの様子を伺った
ヒアリングをもとに集落内の公共空間への考え方や民家の特徴等に関する知見をまとめ、復興計画の中で公共空間づくりや住宅再建時のヒントとして
いくことができると考えている。

今後の活動に向けて

　漁船に乗り込み、会場から
各集落の地形的特徴や漁師が
目印とする岩場や遠景の山地
等の様子を調査をした。

　岩手県沿岸を巡業する「廻
り神楽」の一つである黒森
神楽についての調査。漁業
文化との結び付きが強い。

N 0m 500m 1.5km

浸水範囲

国道

県道

※浸水範囲は国土地理院 2万 5千分 1浸水範囲概況図 ( 岩手県 ) を元に作成。

▲大槌町沿岸部マップ

▲住民の避難経路の例▲吉里吉里思い出マップ ▲完成した冊子

▲磯浜の様子を観察

▲吉里吉里佐野邸での巡業 ▲宮入り直前の様子 ▲御旅所での様子の模式図（左：大祓式、右：太神楽奉納）」



08



Privately owned Public Space Project
Urban Design Lab Projects 2012公開空地　プロジェクト

09

Planning Policy Dimension:
Who are the main actors in the production process of POPS, what are their main interests, resources and interdependencies? How do local planning 
and political cultures influence these interdependencies? What are the implications of this for future planning processes and urban governance?

Spatial Dimension:
How many POPS exist, where are they located, which factors determine their location, size, form, lay-out, design features and connectivity to other 
adjacent public spaces? How did design and form change over time? What are the driving socio-economic factors behind these transformations?

Social Dimension:
Who uses POPS when, how, and for what reason? Are POPS appropriated and contested? Does private property right collide with the mandated 
public nature of those spaces? How does the presence of privately owned public spaces influence the notions of public space in general? 

{Inter}national Dimension:
Which cause-effect relations produce, govern and regulate publicly usable spaces at the nexus of public and private interests in Japan and how and 
why does that differ from Germany, Chile, Australia, Hongkong, Taiwan, Hongkong, Thailand or the USA, where similar incentive tools are used? 
How do local histories, geographies, planning and political cultures influence the manifestation of the same planning instrument in Japanese cities?

International Case Study Cities

Destribution of Tokyo POPS relative to disaster vulnerability Destribution of Tokyo POPS compared to Manhattan and in relation to major parks

International research collaborators Development and size of POPS in Tokyo over time

Jeffrey HOU
University of Washington

Yen-Shing HSU
City of Taipei

Juliane PEGEL S
University of Aachen

Chen-Yu LIEN 
Pei-Yin SHIH

National Taiwan Univ.

Sakrapat
ANURAK PRADO RN
Chulalongkorn Univ

Na Xing
Hong Kong Politech

Elke SCHLAC K
Universidat Andres Bello

Beau BEZA
RMIT, Melbourne
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クリス新助教就任 !
Mr.Christian Dimmer gained the post as assistant-professor. 

2012 年度の幕開けと共に、クリス元研究員が都市デザイン研究室の助教に就任しました。今号では、就
任の挨拶として、クリス助教に都市計画の在り方や、都市デザインの展望に関して語って頂きます。

ー都市デザインの展望＆就任のご挨拶ー

rban design requires an integrative, 
inter-disciplinary, collaborative 
thinking : urban designers develop 
and realize future visions through 

continuous negotiation processes and 
moderat ion between transportat ion 
planners, civil engineers, architects, 
landscape planners, regional planners, 
social scientists, or economic planners, 
local politicians, and, most importantly, 
the citizens and the general public. It is 
therefore vital for urban designers to 
understand the mindsets of the different 
stakeholders and experts as well as the 
political, economic and social fields in 
which projects or plans materialise. In 
order to develop responsive, inclusive and 
locally rooted projects, urban designers 
have to understand the needs of the 
affected citizens as well as the historical, 
cultural ,  natural ,  and geographical 

peculiarities of the places they engage 
in. Furthermore, as urban problems 
have increasingly global repercussions, 
problem solving must likewise take on 
an international perspective, informed by 
mutual exchange and learning.
　

s assistant-professor, I would 
l ike to contribute to further 
strengthening the integrated, 
interdisciplinary approach of the 

Urban Design Laboratory, and increase its 
international exposure.

　4月 30 日 ( 月 ) に、丸の内の三菱一号館美術館で開催されている「KATAGAMI 
Style―世界が愛した日本のデザイン―」をマガジン編集部で見学しました。ジャポ
ニズムからアールヌーボーまで大きな影響を与えた日本の型紙の魅力を堪能しまし
た。型紙は着物の生地に文様を染色する際に用いる版画の板のようなもので、生地を
裁断する際に使う一般的な型紙とは別物です。その繊細な美しさに日本ならではの職
人技を感じました。また復元された三菱一号館は、ジョサイア・コンドルの建築を今
に伝える優美な外観で、丸の内が積み重ねた歴史に想いをはせる編集部一同でした。

▲クリス助教と新宿副都心

U A

世界を魅了した日本のKATAGAMI を知る
The Paper Stencils and Japonisme charmed the world. 

社会科見学部

–Visit to the Mitsubishi Ichigokan Museum.–ー三菱一号館美術館を見学ー

▲三菱一号館美術館からみた中庭 ▲館内も一部、建設当時の内装が再現されている

三菱一号館美術館
皇居

東京駅

有楽町駅

東京国際フォーラム

帝国劇場

日
比
谷
通
り

丸
の
内
仲
通
り

内
堀
通
り

東京   丸の内周辺

text_ishii

text_omori

編集後記 大森 文彦

9 月の予定
9月 12日～ 14日　　 建築学会東海大会
9月 12日～ 26日　　 公開空地調査 (名古屋・札幌・仙台・福岡・北九州 )
9月 20日　　　　　　 研究室会議
9月 28日　　　　　　 研究室会議

" まち大コーナー 第２弾！ "
お仕事と研究という二足のわらじで
活躍されるまち大の生徒のみなさん。
長年の経験と、その中で培われた都
市への思いを語って頂きます。

本年度の高山プロジェクトが本格始動。昨年度
までの提案を具体化するべく、美しい夏の高山
を訪れました。今年も高山 PJに期待です！

A Message from MPS student vol.2!

プロジェクト報告

　好評連載　

▲異なる領域がにじみ合う上海市内の昼の路

異なる領域がにじみ合う上海市内の夜の路▶

高山 プロジェクトTakayama-project

M1 児玉 千絵

text_omori

▲案内して下さった水上さんと清水さん▲道なき道を抜け、高鳥屋山から長倉集落を一望 ▲地元での役員会の様子

　先日、友人達が立ち上げた独自ブランドのショップに行ってきました。六本木
の街路灯に下げられている、宣伝用ののぼり「フラッグ」を再利用しつくるバッ
グやケースのブランド名は『蝉 semi』。長く土の中で生活し、地上では一週間し
か生きられない蝉から、短期間しか飾られないフラッグに再度生命を吹き込もう、
という願いが込められているとか。フローからストックへという簡単そうで難し
いテーマを、私も何とか修論に詰め込みたいなと感じた次第です。

【異なる領域がにじみ合う「場所」を記述したい】

　8月 24日 ( 金 ) ～ 26日 ( 土 ) にかけて、今年度から参加し
たM1が初めて長倉集落を訪問しました。昨年度策定した地
域マネジメント計画に沿って選定された４つの事業について、
実現に向けた具体的な企画資料を適宜説明するという形で役員
会に参加させて頂いたほか、地域マネジメント計画を活用した
新制度の立ち上げにむけて、高山市文化財課・建設課・地域振

興課の各課長が同席する会議を行うなど、今年度のメインとな
る活動が着々と進められています。
　さらに、地元若連中の方々が企画してくださったBBQ大会
での様々な世代の方々との交流や、念願の高鳥屋山登頂、長倉
内の研修会館宿泊＆栃尾温泉入浴など、初めてのこと尽くしの
非常に充実した訪問となりました。

　私は 20代の時に坂本一成に師事
し、村田靖夫の下で住宅設計を４年
間やりました。その後、東大の同級
生 9人が始めたテイクナイン計画
設計研究所で地域計画を５年間担当
して独立しました。独立後は、住宅
のディテールを原寸で考えていた経
験と地域の成り立ちを大きくとらえ
て改編する経験が基礎になり、都市

再生機構の郊外型住宅団地の景観計
画をやりました。
　今考えると、私の仕事は異なる分
野をつなぐ役割が多いです。建築と
都市、ミリ単位のスケールと都市の
大きな構造を同時に理解しながら、
異なる領域を「にじみ合わせる」に
はどうしたらいいのかを考えてきま
した。
　異なる領域がにじみ合う都市空間
は、構造 (Structure)・物語 (Story)・
スタイル (Style) によって構成され
ており、3つの St- の構成が、街路
(Street) などの快適な「場所」を基
礎づけているという仮設を立て、都
市設計のツールとして記述したいと
考えています。

まちづくり大学院 4期  渡邉 秀樹

　静岡市の中心部、七間町はかつて多く
の映画館が立地した場所ですが、今では
衰退し、映画館の閉鎖後静岡市の上下水
道庁舎が建つことになりました。建設が
始まるまでの 1年間、映画館オリオン
座跡地を市民に開放し暫定利用する試み
が【アトサキ 7】プロジェクト。研究室
OBの今川俊一さん(静岡市都市計画課)
も関わってらっしゃいます。詳しくはア
トサキ 7のブログをチェックしてみて
ください。
（http://atosaki7.eshizuoka.jp/)

▲コンテナハウスが活動中心

▲テラスで会議

東京大学都市デザイン（西村・窪田）研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 

http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

編集長　： 大森 文彦
編集委員： 石井 かおる   北川 貴巳   松本 綾
   柏原 葉那　越村 高至　萩原 拓也　福士 薫　　

マリンビル

フェルケール
博物館

清水マリンターミナル
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エスパルス
ドリームプラザ

至静岡

至清水駅

マリン
パーキング

一般公開、み同日に開催 日本催 般 みな
タしみずにずェ ン ー

きました。
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清水 PJ  ミナトブンカサイ開催！
 "Minato culture festival" held in Shimizu was a great success !
清水 PJでは 11月 25日（日）に社会実験「ミナトブンカサイ」を開催しました。地元の方々の協力もあり、
当日はたくさんの方がイベントに訪れ、倉庫街の魅力を楽しんで頂けたようです！ PJ メンバーのM1萩
原とM2大森による開催報告です。

▲倉庫群をバックにしたステージでアカペラ演奏

清水港 日の出地区の魅力発信 text_hagiwara

text_omori

　昨年度から倉庫街を借りて何かイベントをしたいと、単純に思ってい
ました。しかし許可が下りたのは今年の 10月初旬で、たった 2ヶ月で
港らしいイベントとは何かを改めて練り直し、企画の詳細や広告戦略、
誘導、スケジュールなどを組み、実施に邁進しました。毎週清水に通っ
た 2ヶ月は、本当にあっという間でした。今回は道路占用などの許可関
係や物流事業者・役場・出店者・出演者との折衝など事務的な作業に追
われ、都市デザイン研究室らしい展示はやや弱かったとも感じますが、
1500 人の市民の方に倉庫街の面白さを知ってもらえたのは本当に大き
な成果です。広告デザインや芸術系の展示・ワークショップで活躍した
常葉学園大学をはじめ様々な協力者も得られ、地元だけで十分な原動力
を持っていることも分かりました。清水プロジェクトに捧げた 2年間は
充実したもので、改めて関係者の方には御礼申し上げたいと思います。

　11 月 25 日（日）、清水港日の出地区
に現存する、昭和初期に建てられた石造
倉庫群の前面道路を利用し、社会実験「ミ
ナトブンカサイ」を行いました。
　日の出地区は、港湾機能の低下ととも
に市民とのつながりが薄くなっていた地
区ですが、石造倉庫や港湾らしい大空間
など、面白い資源が残る場所でもありま
す。そこで、これから新たな地区の姿を
描いていくに当たって、その魅力を市民
に向けて発信したいという思いを出発点
に「ミナトブンカサイ」は始まりました。
　広くてまっすぐな臨港道路をキャンバ

スに常葉学園大の学生等が、子どもたち
とともに大きな絵を描き、開放的なス
テージでは、地元大学生らが音楽やジャ
グリングで会場を盛り上げました。また、
マルシェには地域から多くの魅力的な店
舗が出店しました。加えて、清水 PJ の
これまでの研究成果を展示するブースを
設け、来場者に港の歴史と可能性を伝え
ました。
　日が落ちてからは、JAZZ演奏をBGM
に、倉庫群のライトアップやキャンドル
ナイトにより、昼間とは違う落ち着いた
港の魅力を来場者と共有できました。

社会実験を終えて ...

text_kashiwabara

▲ライトアップのもとでの東海大学 JAZZ研究会による演奏会

▲たくさんの市民で賑わう倉庫前の通り

▲常葉学園大学の学生と子供達による路面アート

特大号発
行

プロジェ
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● 9/12-14
　 日本建築学会大会 in 名古屋

● 12/12　忘年会

● アーバンデザインセンター本、出版

● 11/22
　 Chester Liebs 先生特別講義 in 本郷
　 

● 12/3
　 アーバンデザインセンターフォーラム
                                             in 本郷

● 8/5-7
　 台北および香港での実態調査
　

● 5 月
　 東京の公開空地マップの
 　アップデート

● 8/24-26　役員会に参加
　 高山市の認証制度立ち上げMTG

● 9 月
　 長倉地域マネジメント計画完成
　 夏の万雑で計画書を正式に策定

● 若連中BBQ

● 11/10-12
　 長倉班臨時総会にて「うちあか
　 りプロジェクト」立ち上げ決定
　 秋祭りに参加

● 9/12-14
　 名古屋調査
　 9/16-18
　 札幌調査

● 11/22-27
　 台北市内の調査に加え、国立
　 台湾大学でChris 助教が講義

● 12 月
　 cSURマガジン刊行予定

編集後記

12 月・1月の予定

　都市デザイン研究室のこの 1年の活動のページを作成しながら、大学院
に進学してから実に色々なことがあったなと感じました。この 1年を振り
返ってみると、少しは成長ができたのかなと思うこともあれば、まだまだ
自分を変えられていなかったり、思わず目を覆いたくなるような苦い記憶
もあります。来年はもっといい年にしなければと、忘年会直前にマガジン
忘年会号の作成に追われながら思っております。

越村 高至

12 月 19日　　　　 第 13回研究室会議
12月 21・22日　　清水 PJ現地調査
1月 9日　　　        第 14 回研究室会議
1月 4日～ 12日　   ルンビニ PJ 現地調査

● 6/12　M1で初まちあるき

● 8/30
　 おおたオープンファクトリー
 　実行委員会始動

● 12/1
　 おおたオープンファクトリー開催

● 4/13
　 公開活動報告会　

● 1/21-22
　 記憶再生プロジェクト
　 被災前のまちの写真や思い出を  
　 まとめる　

● 5 月下旬
　 御社地の実測調査や海上調査、
　 漁師さんへのヒアリング　

● 5/9
　 新メンバー初の現地調査
　 

● 4/27
　 三保半島など広い範囲を見学

● 3/18
　 地域マネジメント計画発表会

● 7/2-3
　 蔵の実測と商店街の
　 ヒアリング調査を実施

● 8/18
　 「日の出地区の探検と
　 ワークショップ」開催

● 11/25
　 ミナトブンカサイ開催！

● 6/13
　 利根川・渡良瀬川合流域へ
　 水場の文化的景観をめぐる
　 

● 12/27-1/7
　 ルンビニ現地調査
　 

● 7/16-19
　 第２年次報告会参加
● 7/19-24
　 インド仏教遺跡視察

● 12 月
　 1 月の現地調査に向けて
　 鋭意準備中！

● 5 月
　 日本建築学会論文集へ
　 論文提出

● 8/8-10　現地調査
　 空地調査のまとめに向けて

● 9/30
　 全国まちづくり会議 in KOBE
　 冊子「鞆の浦と空地」も完成

● 10/25-27
　 「鞆の浦と空地」を住民に配布 
　 港周りの景観特性調査始動

● 8/8
　 栃木県内の鬼怒川中流域へ
　 河川沿いに展開する霞堤や
　 舟運で栄えた河岸をめぐる 

● 11/14
　 鬼怒川下流（守谷）、関宿（利根川・
　 江戸川分派点）の調査

● 8/18　盆ふぇすた
　 ヒアリングやアンケート
　 による調査実施

● 10/12-14
　 「さわら昭和のくらしと記憶展」
　 調査成果を秋の大祭に合わせ
　 発表しました　 

● 8/25
　 吉里吉里思い出サロン
　 8/25-26
　 吉里吉里祭り調査　

● 8 月
　 『神楽坂まちの遺伝子 (仮 )』
　 執筆作業　

● 4 月
　 『神楽坂の断片「らしさ」
　 を紐解く 50のデータ』発行

● 11/25
　 赤浜集落にて、避難行動を
　 ヒアリング調査

● 10/20
　 「神楽坂の登録有形文化財巡りと　 
　 文化のまちづくり」シンポジウム　 

● 11/6
　 「文化財活用人材養成講座」
　 で東大チームが発表　 

● 学会各賞受賞！
　 都市計画学会年間優秀論文賞
　 ( 阿部正隆さん , 大熊瑞樹さん , 傅舒蘭さん）
　 都市計画学会奨励賞（江口久美さん）
　 不動産学会湯浅賞（矢吹剣一さん）
● 6/23　西村先生還暦祝賀会

● 7/13　BBQ大会開催

● 7/30-8/4　研究室旅行 in 台湾

ブッダガヤにて

　8 月 29 日から 9 月 10 日にか

けて、バンコクで行われたGCOE

の国際ワークショップにM1柏原

が参加しました。

　バンコクのCBDに隣接する地区の魚市場移転後の再

開発計画について提案するという内容でした。

GCOE
国際WS
inバンコク

UNESCO
ユース
カンファレンス

　UNESCO の世界遺産委
員会第 36回会合に合わせ
て各国のユース委員会が企
画され、そのロシアのカザ
ンでの会合にM1 の児玉
が 7 月 1 日～ 9 日の日程
で参加しました。
　会合では各国の代表者に
よる世界遺産の候補地の紹
介が行われ、世界遺産の持
続可能な保全のためにその
価値を伝える教育活動の重
要性が主な議題として取り
上げられました。

　窪田先生、黒瀬先生、M1
児玉・萩原・福士のチームが
提案コンペに応募し、入選を
果たしました。

　提案に先立ち行った 8月の現地調査では、基地その
もののスケールに圧倒されるとともに、問題の背後に広
がる課題・その根深さを実感しました。

沖縄米軍基地
跡地利用計画
提案コンペ

　昨年度から調査に
入っていた、五箇山合
掌集落の世界遺産マス
タープランが 11月末
に完成しました。
　相倉・菅沼の合掌造
り集落だけにかぎら
ず、五箇山地域全体で
このマスタープランを
いかに活用して地域の
持っている価値を守っ
ていくか。策定後のこ
れからが正念場となり
ます。

五箇山
マスタープラン
完成

東京大学都市デザイン（西村・窪田）研究室
工学部都市工学科／工学系研究科都市工学専攻 
http://ud.t.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

編集長　： 大森 文彦　
編集委員： 石井 かおる　北川 貴巳　松本 綾 
　　　　　柏原 葉那　越村 高至　萩原 拓也　福士 薫   
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西村先生還暦祝賀記念拡大号 !

西村幸夫、都市に向き合った日々・・・
Prof. Yukio Nishimura's career
西村先生が世界各地の都市に赴き、まちとそこに暮らす人々に向き合った、激動の 60年間を当時の写真とともに振り返ります。
今回は、西村先生ご自身、そして奥様から写真をご提供いただきました。

西村先生が手がかれた著作のは膨大ですが、今回は特に思い入れのある三作を、西村先生ご本人のコメントとともにご紹介！

ー 都市に学び、都市を育て、これからも都市とともに ー

text_kashiwabara

　1990 年より、都市工学科で「都
市保全計画」の講義を始めましたが、
適切な教科書がなかったため、そ
れまでやってきたことをまとめて 1
冊にしたものです。その意味で着手
から 20年以上かかっています。こ
の本で、建築学会賞（論文）をいた

西村先生の教え子たち！
- Introduction of writings - 

text_hagiwara

都市デザイン研マガジン vol.173　2012.06.25

西村先生が選ぶこの３冊！
These three volumes that Prof. Nishimura chose !

1952 2012
福岡県福岡市
生まれ

2011

祝還暦！東京大学
副学長就任

　初の論文集。日本不動産学会の著
作賞を頂いたのですが、選者が独自
に新しい分野を築いたという点を評
価してくれたことが印象に残ってい
ます。表紙も私のデザインで、コル
テスのメキシコシティ図は一度論じ
てみたいと思っていたもので、表紙

　『環境保全と景観創造』とほぼ同
時に一般書を書く、というスタンス
も大切だと思って手がけた本です。
個人的にも思い出深い国内 17都市
のまちづくりの事例を、固有名詞を
挙げて紹介しています。
　台湾（繁体字）、中国（簡体字）

1977

▲台湾の馬英九総統と会談

東京大学
都市工学科卒業

1982
博士課程修了
明治大学工学部建築学科助手

東京大学都市工学科助教授
アジア工科大学助教授

東京大学工学部
都市工学科教授

1996 2008
東京大学先端技術
研究センター教授

▲若かりし頃の写真１ ▲World Monument Fund 本部（NY）▲ 00年イコモス本部パリ 世界遺産評価議論 ▲ 01年台湾南部離島でのヒアリング風景 ▲ 06年東京で李明博氏と会談 ▲ 12年台湾での還暦祝い

▲ 89年タイ、奥様と ▲タイにてご子息と ▲ 95年頃ペナンで Idid 先生らと ▲ 02年北沢先生らと北京へ研究室旅行 ▲ 05年頃南インド調査、台湾の丘先生と

▲若かりし頃の写真２

だき、こうした分野を公認してもらったという意味
でも、私にとって記念すべき著書です。

都市保全計画

の絵柄として使いました。スペイン人に滅ぼされる
前のティノチティトランの姿です。

でも出版され、それなりに受け入れられたのも嬉し
かったです。

（東京大学出版会、2004年） 環境保全と景観創造 （鹿島出版会、1997年） 町並みまちづくり物語 （古今書院、1997年）

院生時代

ご結婚！ MIT客員研究員

ー 著作紹介 ー

近年の研究室の人口分析。そこから読み取れる傾向とは…。

- learned from cities, raise cities, with cities from now on -

Prof. Nishimura's former students

研究室内全人口変遷 研究室内人口男女比
　在籍名簿が残る 2004 年以降
の研究室の人口 ( 修士・博士 ) を
まとめた。まち大創設などもあり
研究室のメンバーは増加傾向。こ
の間、男女比はほぼ 2:1 で推移
している。留学生は 27人で全体
の約3割。都市デザイン研究室は、
西村先生のもとに世界各地から
個性豊かなメンバーが集う国際
色豊かな研究室であると言える。

全体 留学生 男性 女性

編集後記 萩原 拓也

1 月の予定
1月 11日
1月 15日
1月 16日
1月 29日
1月 30日

" 留学生コーナー 第 21弾！ "
第 21 弾の今回は、マレーシア出身の
留学生、Lee Yoke Lai さんから日本の
都市の姿を伝えてもらいます。今号で
は、その前編をお届けします！

2012 年 12 月 19 日に都市デザイン研
マガジン編集部M1一同で本郷にある東
京都水道博物館へ見学に。社会科見学部、
久々の復活です！

　好評連載　

▲Ameyoko Street（アメ屋横丁）

江戸・東京を支える水の道

　皆様、新年あけましておめでとうございます。私事ではございますが、2013年
は年男であり、厄年でもあるという大サービス状態であります。新年早々、厄年ら
しく風邪をこじらせながら、伝統的な炬燵＆ミカンスタイルで新春恒例の箱根駅伝
を見ていたときに、ふと「ああこの子たちはみんな自分より年下なのか」と思った
瞬間に、なぜかきゅっと身が引き締まる思いがすると同時に、ほんのりミカンが酸っ
ぱく感じました。本年も都市デザイン研究室マガジンをよろしくお願いします！

　There are many shopping streets, high-end shopping malls 

with differences specialties and theme can be traced in Tokyo 

Metropolitan. One of my favorite shopping streets that I have visited 

was Ameyoko open market street which is located close to the Ueno 

train station and Ueno Park. 

　One thing I like about this place because of the robustness street 

activities and the character of the old market street preserve in 

a modern context. People conducted many street activities and 

cultural experiences for instances market trader shouting about their 

wares, merchandise sold, shopping, bargaining, eating, chatting, 

people watching, gathering, meeting friend all occurred along the 

stretch of Ameyoko‘s narrow street. Consequently, I described the 

lively ambience of Ameyoko Market Street resembled as charming 

‘theatrical street’.  Likewise, the traders and patronizes are performed 

as ‘actors’ while the formal and informal physical setting (e.g.: 

Vendors, streetscape, building frontage), cultural cohesion and social-

economic entities supported as the theatre props to Ameyoko market. 

　Undeniably, the determinants of scenic street landscape and 

the busiest market street have turned into a place that people 

recognizable, a meaningful and memorable destination. In other 

words, the strong sense of social attachment and street character has 

prolonged the identity of Ameyoko as the distinctive urban space that 

preserved in society. 

An Essay by International Student Vol.21
D1　Lee Yoke Lai

The water supply supporting Edo and Tokyo

第 15回研究室会議
第 16回研究室会議
第 17回研究室会議
修士論文提出締切
清水建設新本社ビル見学会

▲東京都水道歴史館入口にて

　今回の見学場所は本郷三丁目の交差点から徒歩 6分。隣には本郷給水所もあり、水道
の重要拠点が中高層ビルの並ぶ街の中にあるとはちょっとした驚きでした。東京都水道歴
史館では江戸 - 東京を支えてきた水の道 400年の歴史が紹介されています。江戸の地下
に張り巡らされた木樋や、多摩川から江戸へ緩勾配で水を引いた玉川上水など、当時の水
利技術の高さに感心すると共に、近現代には震災や戦争、渇水など幾多の困難を乗り越え
東京の水道が成長してきたことを学びました。
　見学後に受付で「東京水」を試飲させてもらいましたが、ほんの少し甘みがありました。
同じ「東京水」でも浄水場により取水先が異なり微妙に味が違うそうです。高度な技術に
よって蛇口を捻ると水が出ることは今や当たり前になっていますが、その水がそれぞれの
川、水源の山から来ているということを強く意識させられました。ちなみに、受付のお姉
さんのおすすめは多摩川の水を取水している東村山浄水場の水だそうです！

▲一番太い導水管は約 3mもの太さになるそうです

My favoite town in tokyo, Ameyoko

社会化見学部

text_koshimura

丸ノ内線
本郷三丁目駅

春日通り

本郷三丁目

壱岐坂上

本郷ニ丁目

御茶ノ水駅方面

東大正門方面

本
郷
通
り

神田川

中央・総武線

外堀通り
東京都水道歴史館

都営大江戸線
本郷三丁目駅

本郷給水所
公苑

連載企画

編集後記

Projects have Started with New Members.

石井 かおる

5 月の予定
5月 13～ 15日　　 鞆 PJ 現地調査　
5月 14日　　　　 　研究室会議　13:00 ～ 15:00
5 月 26～ 28日　　 大槌 PJ 現地調査

　皆さん、ゴールデンウィークはいかが過ごしましたか？太陽サンサンの日
に、私は祖母の家でBBQをしました。ピカピカ小学一年生のいとこの為、煙
に巻かれ直射日光を浴びながらも、かおるお姉ちゃんは焼き続けました ! お肉
もお野菜も私もこんがり焼けたGWの楽しいひと時でした。満足日和♪

text_kashiwabara

　4月27日（金）に今年度初の清水PJの現地調査を行いました。
前日の大雨の心配をよそに、当日は快晴！暑いほどの日差しの
中、商店街でお借りした電動自転車で清水港周辺を周りました。
プロジェクト対象地である日の出埠頭をはじめ、三保の松原や
次郎長生家の見学、市役所での打ち合わせにも参加しました。
今回の訪問は日帰りではありましたが、盛り沢山の一日となり、
清水のまちに対する理解がぐっと深まりました。今年度で２年
目となる清水 PJ では、これまでの調査をもとに、さらに具体的
な提案へと進めていく予定です。

　5月 9日 ( 水 )、窪田先生、M2安東・松本、M1萩原・福士・
柏原・越村の計 7名で佐原の現地調査を行いました。年度初
めの現地調査ということで伝建地区全体を概観するとともに、
香取市の都市整備課の方々や地元の方からも貴重なお話を伺う
ことができました。地区内には、まだまだ震災の傷跡も見られ
ましたが、被害を受けた建物のうちのいくつかが、古色を塗ら

OB・OGめぐり第 10弾 !
The news from OB of UD Lab Vol.10 !

SHIMIZU-project

プロジェクト報告

連載企画 都市デザイン研究室の OB・OG の方々に、
卒業後の仕事や活動に関して寄稿して頂く企
画です。節目の 10回目は長崎県庁で活躍さ
れている國廣正彦さん (平成 8 年修了 ) です。

▲サイクリング日和

新たな仲間と共に、PJ が続々と始動 !

新年度を迎え早一ヶ月、現地調査へ行った清水 PJと佐原 PJ の新一年生によるフレッシュな PJ報告です !

▲次郎長生家で次郎長について学ぶ ▲忠敬橋からも屋根のブルーシートが見える

▲洋食店として再生が進む被災物件

　私は、長崎県庁の世界遺産登録推進室に
おいて、いずれも暫定リストに掲載されて
いる「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」
と「九州・山口の近代化産業遺産群」の世
界遺産本登録に向けた取り組みを行ってい
ます。「長崎の教会群」では、県内５市２
町と世界遺産登録を契機としたまちづくり
計画を策定しており、構成資産の保護・保
全だけでなく、持続可能な地域づくりの視
点も踏まえた周辺環境の保全や増加する観
光客の受入をはじめとした資産の活用につ
いて、地域住民や信者の方々、専門家の方
などと協働しながら計画づくりを進めてい
ます。都市デザイン研究室の皆様の応援も
よろしくお願いします。また、私は東京の

組織設計事務所から転職しましたが、地域
が抱える課題について、地域に根ざし組織
横断で総合的にまちづくりに取り組める点
が、地方自治体のやりがいであると感じて
います。長崎に関心のある方はご一報を !
(m_kunihiro@pref.nagasaki.lg.jp)

▲田平天主堂（長崎県平戸市） ▲頭ヶ島天主堂（長崎県新上五島町）

▲静謐な折戸貯木場

ず、木そのままの色で修
築されていたのが印象的
で、復興への兆しを感じ
ることができました。
　昨年度は東日本大震災
による被害状況に関する
調査が中心でしたが、今
年度は街路や商店など佐
原の歴史的な変遷を辿り
つつ、それと共にあった
かつての暮らしを明らか
にしていきたいと考えて
います。また、空き家と
なった建物の利活用に関
する提案も検討していき
ます。

清水 プロジェクト 佐原 プロジェクト
text_koshimura

SAWARA-project

編集後記 　松本 綾

4 月・５月の予定

４月27日　清水 PJ 現地調査
５月 ９ 日　
５月 14日　第 1回研究室会議

　先日「東京美術館ガイド」という本を買いました。以前は、月に１度は必ず
美術鑑賞をすると決めて、どこかしらへ出かけていましたが、最近は「忙しい」
「疲れている」などと自分に言い訳をしては外出を怠る日々 ･･･ 余暇を有意義に
過ごしたい！と一念発起、まずは自宅近くの美術館から徐々に攻略していこう
と心に決めたのでした。ガイドを開いただけで満足しないようにがんばります。

 text_omori
　このたび、私と楊佩諭さんは、3月 26日（月）に結婚しま
した。4年前に、台北・故宮博物院で知り合った楊さん（博物
館学出身）とお付き合いをはじめ、楊さんは私にとって理想の
恋人であり、研究のパートナーだと思っています。さらに、彼
女は私の父親が亡くなって以来、私の代わりに家業を手伝って
くれています。心から感謝しています。昨年、楊さんの親戚た
ち（約 30人）が集まる前で、プロポーズをしました。今後も
遠距離恋愛となりますが、今年からふたりで、あたたかい家庭

　社会人向け大学院都市持続再生学コース ( まちづくり大学
院 ) の演習「都市のリサーチとデザイン」の TAを、修士 2年
の大森、浅野が担当しています。演習は、渋谷のリスクとリソー
スを分析するというテーマで、いわゆる設計演習ではなく、渋
谷のイメージや地形・歴史などを分析的にとらえる高度な課題
です。TAとして土曜日の午後、演習に立ち会っていますが、
社会人の方々の経験や知識、分析力に感心することしきりで、
非常に有意義な時間を過ごしています。

▲真剣な議論が続きます ▲懇親会で盛り上がるまち大のみなさん

留学生コーナー第 17弾！

まち大 TA奮闘中！

An Essay by International Student vol.17

多国籍な都市デザイン研の特徴を生かし、長
年住んでいると気づかない日本の都市の姿を
留学生の新鮮な目で伝えます。第 17 弾は、
マレーシア出身の研究生オスマンさんです ! 

▲ Streets at Shimokitazawa

連載企画

研究生 Sumaiyah OthmanComparison of Streets in Malaysia and Japan.
　The streets are the most important urban element 
that shaped the morphological development of towns in 
Malaysia. The earliest streets are often referred to as the 
main street and often the most important urban space 
in Malaysian towns due to the tropical climate that allow 
outdoor activities to occur throughout the whole year. 
The earlier streets do not provide any sidewalks parallel 
to it for the benefit of the pedestrians but instead the 
five-foot walkways are provided as the pedestrian paths. 
The significant feature of the street in old town centres 
in Malaysia is its sense of enclosure resulted from the 
proportion of heights of the building fronting the street 
and the street width. The height of the buildings fronting 
the streets appears to be the same length as the width 
of the street hence strengthening the enclosed effects 
of the street which easier in way finding. This unique 
setting leads to sense of mystery, colors and drama to 
the townscape. I love these kind of setting in the mix-use 
development because there is an intimate and homely 
atmosphere when one walks down these streets and 
rich sensory experience from the smells of cooking that 
exude from the kitchen restaurants nearby. 

 In Japan, I have also experience similar sense of place at 
Shimokitazawa a neighborhood in Tokyo. I love walking 
here where I felt homely and not afraid of getting lost 
because of the slightly undulated landform creates an 
effect where the views are given in series similar to the 
‘serial vision’ concept propaged by Cullen. This quality 
is no longer observed in the modern wide streets where 
the presence of the sidewalk or side parking between the 
street and the buildings fronting them reduce the sense 
of enclosure of the street. There are no more human 
scale been taken into consideration in designing which 
makes a strong feature in old town centre townscape 
different than its counterpart and having a stronger 
sense of place.

 D3 王 新衡

を築いていきたいと思っていま
す。これからも、変わらぬご指
導の程、よろしくお願い申し上
げます。今年度8月に行われる、
恒例の研究室旅行では、私と家
内も、台湾の各地へみなさまを
ご案内するつもりです。楽しみ
にしていてください。 ▲市役所で結婚証明書を頂きました

D3の王さんがご結婚されました。おめでとうござ
います！早速、ご本人に寄稿していただきました！

毎週土曜日に行われているまち大の演習にM2浅
野・大森のふたりが TAとして参加しています！

▲Old town in Malaysia

Working as a TA at MACHI-DAI! Congratulations on Your Wedding!
祝！王さんご結婚

佐原 PJ現地調査

About MembersHistory

▲積み重ねられた歴史

都市デザイン研究室マガジンには多くの連載
企画がある。2012年度にはまちづくり大学
院に所属する社会人大学院生の方々に、お仕
事での経験や都市への思いを語っていただく
「まち大コーナー」という新たな連載企画が始
動した。他にも、研究室OB・OGに卒業後の
お仕事や活動について寄稿していただく「全
国OB・OGめぐり」、留学生ならではの視点
で日本の好きなまちについて語る「留学生コー
ナー」、博士の学生がそれぞれの研究テーマを
紹介する「Road to Doctor」など、様々な
角度から情報発信を行っている。

マガジン編集部員が見学したい場所やまちを実際に訪れレポートする。昨
年度はM2、M1がそれぞれ三菱一号館美術館と東京都水道博物館を見学
した。三菱一号館美術館では展覧会と共に、復元された三菱一号館の建築
そのものの美しさを味わうことができ、水道博物館では充実した展示によ
り東京を支えてきた水道の歴史を体感できた。まちを多角的にとらえ、よ
り豊富な話題をお伝えするべく、今後も社会科見学部は継続していく予定
である。

研究室マガジンにおいて最
も多く取り上げられている
のが、各プロジェクトの活
動報告である。2012 年度
も、活発な活動を伝える記
事が毎号に掲載された。現
地調査等についてプロジェ
クトメンバーが報告するほ
か、イベントや社会実験開
催時・活動終了時などは、
一面に大きく特集記事を掲
載する。

年末には A3両面版の特大号を発行し、１年間のプロジェクト活動の
振り返りや翌年に向けての先生方からの言葉が掲載される。2012 年
度はこれに加え、西村先生のご還暦をお祝いして、先生のこれまでの
軌跡をまとめた特大号を発行した。

これらをコンセプトとして、
毎月10日・25日に発行

・研究室の「今」を、研究室で共有
・研究室の「今」を、世界へ発信
・先輩OB・OGの活躍を伝える
・旧交を温める

初代編集長は酒井憲一氏。
朝日新聞記者を経て 成城大学短期大学
部非常勤講師（都市論、アメニティ論）、
ＡＭR 日本アメニティ研究所専務理事。
05年に研究生として都市デザイン研究
室に在籍し、マガジンを創刊する。 

2005年 4月創刊 編集長　 ：大森 文彦（M2） 
編集部員 ：石井 かおる（M2）
　　　　   北川 貴巳（M2）
              松本 綾（M2）
              柏原 葉那(M1)
              越村 高至(M1)
              萩原 拓也(M1)
              福士 薫（M1）


